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〔
政

令
〕

〇
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定

め
る
政
令
（
三
二
八
）

〇
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施

行
令
及
び
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
三
二
九
）

〇
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令（
三
三
〇
）

〇
郵
政
民
営
化
委
員
会
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
三
三
一
）

〔
府
令
・
省
令
〕

〇
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
総
合
効
率
化
計
画
の
認
定
に
係
る

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
の
聴
取
に

関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
内
閣
府
・
国
土
交
通
六
）

〔
省

令
〕

〇
地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
総
務
一
一
九
）

〇
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国

土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省

令
（
国
土
交
通
八
四
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
国
土
交
通
省
関
係
物
資
の
流
通
の
効
率
化

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
四
第

六
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準

（
国
土
交
通
一
二
八
九
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

（
国
土
交
通
一
二
九
〇
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁製

造
た
ば
こ
小
売
定
価
、
旅
券
法
第
十
九

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
旅

券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知
、
参
加
者

の
有
無
を
確
認
す
る
公
募
手
続
に
係
る
参

加
意
思
確
認
書
の
提
出
を
求
め
る
公
示
関

係
裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

公
立
学
校
共
済
組
合
役
員
の
退
職
及
び
就

職
関
係

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
、
特
定
空
家
等
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

◇
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
三
百

二
十
八
号
）（
国
土
交
通
省
）

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
一
号
）
の
施
行
期
日

は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
と
す
る
。














◇
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
独

立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）（
国
土

交
通
省
）

第
１
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
改
正

１
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
に
係
る
国
土
交
通
大

臣
の
権
限
の
一
部
（
一
の
地
方
運
輸
局
の
管
轄
区
域

内
の
み
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸

送
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
当
該
区

域
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
に
委
任
す
る
。（
第
十

四
条
第
五
項
関
係
）

２
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
。

第
２
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行

令
の
一
部
改
正

第
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
お
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
。

第
３
附
則

こ
の
政
令
は
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十

一
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。（
附
則
関
係
）














◇
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令（
政
令
第
三
百
三
十
号
）（
内
閣
官
房
）

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八

年
法
律
第
五
十
号
）
の
施
行
期
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一

日
と
し
、
同
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
期
日
は
同
年
十
一
月
一
日
と
す
る
。














◇
郵
政
民
営
化
委
員
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
三
百
三
十
一
号
）（
内
閣
官
房
）

１
郵
政
民
営
化
委
員
会
令
の
一
部
改
正

郵
政
民
営
化
委
員
会
に
臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
う
。（
第
一
条
関
係
）

２
施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。（
附
則
関

係
）





政

令

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
五
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
十

条
第
六
号
」
を
「
第
三
十
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
第
八
号
」
を
「
第
三
十
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十

条
第
九
号
」
を
「
第
三
十
条
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
五
号
」
を
「
第
四
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ロ
中
「
第
四

条
第
十
八
号
」
を
「
第
四
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
十
四
号
」
を
「
第
六
条
第
四
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
一
項
を
第
十

二
項
と
し
、
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
条
第
七
号
」
を
「
第
三

十
条
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
二
十
八
号

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
一
号
）
附
則

第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、令
和
八
年
十
一
月
一
日
と
す
る
。

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
二
十
九
号

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
一
号
）
の
施

行
に
伴
い
、
及
び
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
七
十
四
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
十
七
号
ホ
」
を
「
第
四
条
第
五
号
ホ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
十

七
号
チ
」
を
「
第
四
条
第
五
号
チ
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
の
倉
庫
業
」
を
「
に
規
定
す
る
倉
庫
業
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
同
条
第
十
七
号
」
を

「
同
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

５

法
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
、
同
条
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
二
十
九
条
の
七
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
法
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
九
条
の

十
三
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
（
一
の
地
方
運
輸
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
法

第
二
十
九
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
当
該
区
域
を
管

轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。）に
委
任
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
第
四
条
第
十
七
号
」
を
「
第
四
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
三
十
号

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
五
十
号
）
附
則
第
一
条
（
第
一
号
及
び

第
三
号
を
除
く
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
と
し
、
同
法
附
則
第
一
条
第
二

号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
同
年
十
一
月
一
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

郵
政
民
営
化
委
員
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
三
十
一
号

郵
政
民
営
化
委
員
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

郵
政
民
営
化
委
員
会
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
委
員
の
」
を
「
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
委

員
で
」
を
「
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
で
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





府

令
・
省

令

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
総
合
効
率
化
計
画
の
認
定
に
係
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
総
合
効
率
化
計
画
の
認
定
に
係
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
命
令
（
平
成
二
十
八
年
内

閣

府

国
土
交
通
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
（
題
名
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二

重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
総
合
効
率
化
計
画
及
び
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計

画
の
認
定
に
係
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
命
令

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
総
合
効
率
化
計
画
の
認
定
に
係
る
都
道
府
県
公
安
委
員

会
の
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
命
令

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
へ
の
書
面
の
送
付
）

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
へ
の
書
面
の
送
付
）

第
一
条

国
土
交
通
大
臣
（
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
権
限
が
地
方
支
分
部
局
の
長
に
委
任
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

委
任
を
受
け
た
者
。
以
下
同
じ
。）は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
又
は
法
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
の

認
定
の
申
請
（
以
下
「
認
定
申
請
」
と
総
称
す
る
。）が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
法
第
六
条
第
八
項
た
だ
し
書
又
は

法
第
二
十
九
条
の
六
第
六
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞
な
く
、
貨
物
軌
道
事
業
又
は
ト
ラ
ッ

ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
を
実
施
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
関
係
公
安
委
員
会
」
と

い
う
。）に
対
し
、
当
該
認
定
申
請
に
係
る
申
請
書
の
写
し
を
添
え
て
、
意
見
を
求
め
る
旨
の
書
面
を
送
付
す
る

も
の
と
す
る
。

第
一
条

国
土
交
通
大
臣
（
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
権
限
が
地
方
支
分
部
局
の
長
に
委
任
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

委
任
を
受
け
た
者
。
以
下
同
じ
。）は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
（
以
下
「
認
定
申
請
」
と
い
う
。）が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
条
第
八
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞
な
く
、
貨
物
軌
道
事
業
又
は
ト

ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
を
実
施
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下「
関
係
公
安
委
員
会
」

と
い
う
。）に
対
し
、
当
該
認
定
申
請
に
係
る
申
請
書
の
写
し
を
添
え
て
、
意
見
を
求
め
る
旨
の
書
面
を
送
付
す

る
も
の
と
す
る
。

（
意
見
を
聴
く
必
要
が
な
い
場
合
）

（
意
見
を
聴
く
必
要
が
な
い
場
合
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

法
第
二
十
九
条
の
六
第
六
項
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省
令
・
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第

三
号
に
掲
げ
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
内
容
に
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
が
含
ま
れ
な
い
場
合
と
す

る
。

（
新
設
）

（
処
分
の
通
知
）

（
処
分
の
通
知
）

第
四
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
関
係
公
安
委
員
会
の
意
見
の
提
出
が
あ
っ
た
認
定
申
請
に

つ
い
て
、
法
第
六
条
第
四
項
又
は
法
第
二
十
九
条
の
六
第
五
項
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
、
当
該
処
分
の
内
容
を
当
該
関
係
公
安
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
関
係
公
安
委
員
会
の
意
見
の
提
出
が
あ
っ
た
認
定
申
請
に

つ
い
て
、
法
第
六
条
第
四
項
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
処
分
の
内
容
を
当

該
関
係
公
安
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
総
合
効
率
化
計
画
等
の
変
更
の
認
定
）

（
総
合
効
率
化
計
画
の
変
更
の
認
定
）

第
五
条

前
各
条
の
規
定
は
、
法
第
七
条
第
一
項
又
は
法
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
条

前
各
条
の
規
定
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
内

閣

府

国
土
交
通
省
令
第
六
号

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
六
第
六
項
（
同
法
第

二
十
九
条
の
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
総
合
効
率
化
計
画
の
認
定
に
係
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す

る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





省

令

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
七
十
二
条
の
百
十
四
第
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
経
済
構
造
統
計
等
）

（
法
第
七
十
二
条
の
百
十
四
第
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
経
済
構
造
統
計
等
）

第
七
条
の
二
の
九

﹇
略
﹈

第
七
条
の
二
の
九

﹇
同
上
﹈

２

法
第
七
十
二
条
の
百
十
四
第
四
項
に
規
定
す
る
経
済
構
造
統
計
の
最
近
に
公
表
さ
れ
た
結
果
に
基
づ
き
総
務

省
令
で
定
め
る
額
は
、
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
統
計
表
の
表
頭
「
品
目
（
小
売
）」の
う
ち
「
Ⅰ
二

小
売
商

品
計
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
都
道
府
県
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
欄
の
額
と
同
項
第
二
号
に
規

定
す
る
統
計
表
の
表
頭
「
売
上
（
収
入
）
金
額
」
の
表
側
「
Ⅰ
二

小
売
業
」
の
う
ち
「
一

個
人
」
の
欄
の

額
の
合
計
額
か
ら
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
統
計
表
の
表
頭
「
品
目
（
小
売
）」の
う
ち
「
六
〇
三
三
一

医

療
用
医
薬
品
小
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
都
道
府
県
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
欄
の
額
と
、
同

項
第
三
号
に
規
定
す
る
統
計
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
三

通
信
・
カ
タ
ロ
グ
販
売
」
の
う

ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
Ⅰ
二

小
売
業
計
」
の
欄
の
額
、
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の

う
ち
「
四

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
Ⅰ
二

小
売
業
計
」
の
欄
の

額
及
び
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
五

自
動
販
売
機
に
よ
る
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品

販
売
額
」
の
表
側
「
Ⅰ
二

小
売
業
計
」
の
欄
の
額
の
合
計
額
と
、
前
項
に
規
定
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調

査
の
結
果
に
基
づ
き
、
商
業
統
計
調
査
規
則
及
び
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調
査
規
則
を
廃
止
す
る
省
令
（
令

和
元
年
経
済
産
業
省
令
第
十
四
号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
商
業
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
通
商
産
業
省
令

第
六
十
号
）
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
現
在
に
お
い
て
行
つ
た
同
令
第
一
条
に
規
定
す
る
商
業
調
査
の

結
果
と
し
て
公
表
さ
れ
た
平
成
二
十
六
年
商
業
統
計
表
業
態
別
統
計
編
（
小
売
業
）
第
五
表
（
都
道
府
県
別
、

業
態
別
、
商
品
販
売
形
態
別
の
事
業
所
数
、
年
間
商
品
販
売
額
及
び
構
成
比
）
の
表
頭
「
小
売
計
」の
う
ち「
年

間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
百
貨
店
」
の
欄
の
額
か
ら
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
通
信
・

カ
タ
ロ
グ
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
百
貨
店
」
の
欄
の
額
、
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売

形
態
別
」
の
う
ち
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
百
貨
店
」
の
欄
の
額

及
び
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
自
動
販
売
機
に
よ
る
販
売
」
の
う
ち「
年
間
商
品
販
売
額
」

の
表
側
「
百
貨
店
」
の
欄
の
額
を
控
除
し
た
額
、
同
表
の
表
頭
「
小
売
計
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の

表
側
「
衣
料
品
専
門
店
」
の
欄
の
額
か
ら
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
通
信
・
カ
タ
ロ
グ
販

売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
衣
料
品
専
門
店
」
の
欄
の
額
、
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態

別
」
の
う
ち
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
衣
料
品
専
門
店
」
の
欄
の

額
及
び
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
自
動
販
売
機
に
よ
る
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売

額
」
の
表
側
「
衣
料
品
専
門
店
」
の
欄
の
額
を
控
除
し
た
額
、
同
表
の
表
頭
「
小
売
計
」
の
う
ち
「
年
間
商
品

販
売
額
」
の
表
側
「
家
電
大
型
専
門
店
」
の
欄
の
額
か
ら
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」の
う
ち「
通
信
・

カ
タ
ロ
グ
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
家
電
大
型
専
門
店
」
の
欄
の
額
、同
表
の
表
頭「
商

﹇
同
上
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
総
務
省
令
第
百
十
九
号

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）、
地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
十
三
号
）、
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
号
）、
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律（
平

成
三
十
一
年
法
律
第
三
号
）
及
び
特
別
法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





一

境
界
変
更
の
あ
つ
た
区
域
が
従
来
属
し
て
い
た
都
道
府
県
の
額
の
二
分
の
一
の
額
に
、
当
該
区
域
の
人
口

（
国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八
号
）
に
よ
つ
て
調
査
し
た
令
和
七
年
十
月
一
日
現
在
に
お

け
る
人
口
の
確
定
数
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
人
口
と
し
て
総
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
人
口
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
及
び
次
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
当
該
都
道
府
県
の
人
口
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得

た
額

一

境
界
変
更
の
あ
つ
た
区
域
が
従
来
属
し
て
い
た
都
道
府
県
の
額
の
二
分
の
一
の
額
に
、
当
該
区
域
の
人
口

（
国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八
号
）
に
よ
つ
て
調
査
し
た
令
和
二
年
十
月
一
日
現
在
に
お

け
る
人
口
の
確
定
数
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
人
口
と
し
て
総
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
人
口
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
及
び
次
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
当
該
都
道
府
県
の
人
口
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得

た
額

﹇
二

略
﹈

﹇
二

同
上
﹈

品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
家
電
大
型
専

門
店
」
の
欄
の
額
及
び
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
自
動
販
売
機
に
よ
る
販
売
」の
う
ち「
年

間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
家
電
大
型
専
門
店
」
の
欄
の
額
を
控
除
し
た
額
並
び
に
同
表
の
表
頭
「
小
売
計
」

の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
衣
料
品
中
心
店
」
の
欄
の
額
か
ら
同
表
の
表
頭「
商
品
販
売
形
態
別
」

の
う
ち
「
通
信
・
カ
タ
ロ
グ
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
衣
料
品
中
心
店
」
の
欄
の
額
、

同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表

側
「
衣
料
品
中
心
店
」
の
欄
の
額
及
び
同
表
の
表
頭
「
商
品
販
売
形
態
別
」
の
う
ち
「
自
動
販
売
機
に
よ
る
販

売
」
の
う
ち
「
年
間
商
品
販
売
額
」
の
表
側
「
衣
料
品
中
心
店
」
の
欄
の
額
を
控
除
し
た
額
の
合
計
額
に
相
当

す
る
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
と
の
合
計
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
額
が
公
表
さ
れ

た
後
に
お
い
て
都
道
府
県
の
境
界
に
わ
た
つ
て
市
町
村
の
設
置
又
は
境
界
の
変
更
が
あ
つ
た
た
め
都
道
府
県
の

境
界
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
て
得
た
額
を
、
当
該
境
界
変
更
の
あ
つ
た
区
域
が

従
来
属
し
て
い
た
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
当
該
都
道
府
県
の
額
か
ら
減
じ
た
も
の
と
し
、
当
該
区
域
が
新
た
に

属
す
る
こ
と
と
な
つ
た
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
当
該
都
道
府
県
の
額
に
加
え
た
も
の
と
す
る
。

（
政
令
第
三
十
五
条
の
二
十
第
一
項
第
二
号
の
人
口
）

（
政
令
第
三
十
五
条
の
二
十
第
一
項
第
二
号
の
人
口
）

第
七
条
の
二
の
十
一

政
令
第
三
十
五
条
の
二
十
第
一
項
第
二
号
の
人
口
は
、
国
勢
調
査
令
に
よ
つ
て
調
査
し
た

令
和
七
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示

さ
れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
の
人
口
を
告
示
し
た
と
き
は
、
そ
の
人
口
と
す
る
。

第
七
条
の
二
の
十
一

政
令
第
三
十
五
条
の
二
十
第
一
項
第
二
号
の
人
口
は
、
国
勢
調
査
令
に
よ
つ
て
調
査
し
た

令
和
二
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示

さ
れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
の
人
口
を
告
示
し
た
と
き
は
、
そ
の
人
口
と
す
る
。

（
法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第
一
項
の
人
口
）

（
法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第
一
項
の
人
口
）

第
七
条
の
二
の
十
四

法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
各
市
町

村
の
人
口
は
、国
勢
調
査
令
に
よ
つ
て
調
査
し
た
令
和
七
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示
さ
れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
人
口
を
告
示

し
た
と
き
は
、
そ
の
人
口
と
す
る
。

第
七
条
の
二
の
十
四

法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
各
市
町

村
の
人
口
は
、国
勢
調
査
令
に
よ
つ
て
調
査
し
た
令
和
二
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示
さ
れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
人
口
を
告
示

し
た
と
き
は
、
そ
の
人
口
と
す
る
。

附

則

附

則

（
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
等
に
係
る
人
口
の
定
義
の
特
例
）

（
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
等
に
係
る
人
口
の
定
義
の
特
例
）

第
三
条
の
二
の
四

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並

び
に
相
馬
郡
飯
舘
村
に
対
す
る
法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
は
、
第
七
条
の
二
の
十
四
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定
数
に
、
令
和
七
年
九
月
三

十
日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
を
平
成
二
十
二
年
九

月
三
十
日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て

得
た
人
口
と
す
る
。

第
三
条
の
二
の
四

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並

び
に
相
馬
郡
飯
舘
村
に
対
す
る
法
第
七
十
二
条
の
百
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
は
、
第
七
条
の
二
の
十
四
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定
数
に
、
令
和
二
年
九
月
三

十
日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
を
平
成
二
十
二
年
九

月
三
十
日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て

得
た
人
口
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
総
理
府
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

﹇
１
〜
４

略
﹈

﹇
１
〜
４

同
上
﹈

５

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び
に
相
馬
郡
飯

舘
村
に
対
す
る
第
五
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
の
規
定
（
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
人
口
に
係
る
部
分

に
限
る
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
第
五
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
た
だ
し

書
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

５

﹇
同
上
﹈

第
一
項

前
年
度
末
ま
で
に
官
報
で
公
示
さ
れ

た
国
勢
調
査
の
う
ち
最
近
の
も
の
の

結
果
に
よ
る
人
口

平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定

数
に
、
令
和
七
年
九
月
三
十
日
に
お

い
て
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

者
の
数
を
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十

日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数

で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
人

口
（
次
項
に
お
い
て
「
特
例
人
口
」

と
い
う
。）

第
一
項

前
年
度
末
ま
で
に
官
報
で
公
示
さ
れ

た
国
勢
調
査
の
う
ち
最
近
の
も
の
の

結
果
に
よ
る
人
口

平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定

数
に
、
令
和
二
年
九
月
三
十
日
に
お

い
て
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

者
の
数
を
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十

日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数

で
除
し
て
得
た
率
（
次
項
に
お
い
て

「
特
例
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得

た
人
口
（
次
項
に
お
い
て
「
特
例
人

口
」
と
い
う
。）

第
二
項

﹇
略
﹈

第
二
項

﹇
同
上
﹈

当
該
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

従
業
地
、
通
学
地
に
よ
る
人
口
に
、

令
和
二
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
住

民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
を

平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
に
お
い

て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
で
除
し
て

得
た
率（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
特

例
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
人

口
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

当
該
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

従
業
地
、
通
学
地
に
よ
る
人
口
に
特

例
率
を
乗
じ
て
得
た
人
口
を
い
う
。

以
下
こ
の
項

当
該
市
町
村
の
常
住
人
口
（
当
該
国

勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
官
報
で
公
示

さ
れ
た
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）

平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定

数
に
特
例
率
を
乗
じ
て
得
た
人
口

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
特

例
人
口
」
と
い
う
。）

常
住
人
口
（
当
該
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
官
報
で
公
示
さ
れ
た
人
口
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）

特
例
人
口
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昼
間
人
口
か
ら
常
住
人
口

特
例
昼
間
人
口
か
ら
特
定
特
例
人
口

昼
間
人
口
か
ら
常
住
人
口

特
例
昼
間
人
口
か
ら
特
例
人
口

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
自
治
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

﹇
１
〜
４

略
﹈

﹇
１
〜
４

同
上
﹈

５

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び
に
相
馬
郡
飯

舘
村
に
対
す
る
第
三
条
第
六
項
本
文
及
び
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

５

﹇
同
上
﹈

第
六
項

前
年
度
末
ま
で
に
官
報
で
公
示
さ
れ

た
国
勢
調
査
の
う
ち
最
近
の
も
の
の

結
果
に
よ
る
人
口

平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定

数
に
、
令
和
七
年
九
月
三
十
日
に
お

い
て
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

者
の
数
を
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十

日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数

で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
人

口
（
次
項
に
お
い
て
「
特
例
人
口
」

と
い
う
。）

第
六
項

前
年
度
末
ま
で
に
官
報
で
公
示
さ
れ

た
国
勢
調
査
の
う
ち
最
近
の
も
の
の

結
果
に
よ
る
人
口

平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定

数
に
、
令
和
二
年
九
月
三
十
日
に
お

い
て
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

者
の
数
を
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十

日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数

で
除
し
て
得
た
率
（
次
項
に
お
い
て

「
特
例
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得

た
人
口
（
次
項
に
お
い
て
「
特
例
人

口
」
と
い
う
。）

第
七
項

﹇
略
﹈

第
七
項

﹇
同
上
﹈

当
該
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及

び
次
項

従
業
地
、
通
学
地
に
よ
る
人
口
に
、

令
和
二
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
住

民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
を

平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
に
お
い

て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
で
除
し
て

得
た
率（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
特

例
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
人

口
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

当
該
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及

び
次
項

従
業
地
、
通
学
地
に
よ
る
人
口
に
特

例
率
を
乗
じ
て
得
た
人
口
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
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当
該
市
町
村
の
常
住
人
口
（
当
該
国

勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
官
報
で
公
示

さ
れ
た
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定

数
に
特
例
率
を
乗
じ
て
得
た
人
口

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
特

例
人
口
」
と
い
う
。）

常
住
人
口
（
当
該
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
官
報
で
公
示
さ
れ
た
人
口
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お

い
て
同
じ
。）

特
例
人
口

昼
間
人
口
か
ら
常
住
人
口

特
例
昼
間
人
口
か
ら
特
定
特
例
人
口

昼
間
人
口
か
ら
常
住
人
口

特
例
昼
間
人
口
か
ら
特
例
人
口

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
６

略
﹈

﹇
６

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
十
一
年
総
務
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
人
口
）

（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
人
口
）

第
三
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
人
口
は
、
国
勢
調
査
令
に
よ
り
調
査
し
た
令
和

七
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示
さ
れ

た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
又
は
第
百
七

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
人
口
を
告
示
し
た
と
き

は
、
そ
の
人
口
と
す
る
。

第
三
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
人
口
は
、
国
勢
調
査
令
に
よ
り
調
査
し
た
令
和

二
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示
さ
れ

た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
又
は
第
百
七

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
人
口
を
告
示
し
た
と
き

は
、
そ
の
人
口
と
す
る
。

附

則

附

則

（
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
等
に
係
る
人
口
の
特
例
）

（
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
等
に
係
る
人
口
の
特
例
）

第
五
条

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び
に
相
馬

郡
飯
舘
村
に
対
す
る
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
最
近
の
国
勢
調
査
の

結
果
に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定
数
に
、
令
和
七
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
を
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十

日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
人

口
（
次
項
に
お
い
て
「
特
例
人
口
」
と
い
う
。）と
す
る
。

第
五
条

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び
に
相
馬

郡
飯
舘
村
に
対
す
る
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
最
近
の
国
勢
調
査
の

結
果
に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
の
確
定
数
に
、
令
和
二
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
を
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十

日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
人

口
（
次
項
に
お
い
て
「
特
例
人
口
」
と
い
う
。）と
す
る
。

２

福
島
県
に
対
す
る
法
第
二
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に

よ
る
福
島
県
の
人
口
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
七
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
福
島
県
内

の
各
市
町
村
（
前
項
に
規
定
す
る
市
町
村
を
除
く
。）の
人
口
の
確
定
数
の
合
計
数
に
前
項
に
規
定
す
る
市
町
村

の
特
例
人
口
の
合
計
数
を
加
え
た
数
と
す
る
。

２

福
島
県
に
対
す
る
法
第
二
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に

よ
る
福
島
県
の
人
口
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
福
島
県
内

の
各
市
町
村
（
前
項
に
規
定
す
る
市
町
村
を
除
く
。）の
人
口
の
確
定
数
の
合
計
数
に
前
項
に
規
定
す
る
市
町
村

の
特
例
人
口
の
合
計
数
を
加
え
た
数
と
す
る
。

（
特
別
法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

特
別
法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
十
一
年
総
務
省
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
の
人
口
）

（
法
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
の
人
口
）

第
一
条

特
別
法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
は
、
国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第

九
十
八
号
）
に
よ
っ
て
調
査
し
た
令
和
七
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
当

第
一
条

特
別
法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
は
、
国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第

九
十
八
号
）
に
よ
っ
て
調
査
し
た
令
和
二
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
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該
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示
さ
れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）

第
百
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
の
人
口
を
告
示
し
た
と
き
は
、

そ
の
人
口
と
す
る
。

該
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示
さ
れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）

第
百
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
の
人
口
を
告
示
し
た
と
き
は
、

そ
の
人
口
と
す
る
。

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
国
土
交
通
省
関
係
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
土
交
通
省
関
係
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改

正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
道
路
管
理
者
の
意
見
の
聴
取
）

（
道
路
管
理
者
の
意
見
の
聴
取
）

第
一
条

国
土
交
通
大
臣
（
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
権
限
が
地
方
支
分
部
局
の
長
に
委
任
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

委
任
を
受
け
た
者
）
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
条
第
八
項
た
だ
し
書
に

該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞
な
く
、
期
限
を
指
定
し
て
、
貨
物
軌
道
事
業
（
法
第
六
条
第
四
項
第
八
号
に
規

定
す
る
貨
物
軌
道
事
業
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
実
施
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
道
路
管
理
者
（
次
項

に
お
い
て
「
関
係
道
路
管
理
者
」
と
い
う
。）の
意
見
を
徴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条

国
土
交
通
大
臣
（
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
権
限
が
地
方
支
分
部
局
の
長
に
委
任
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

委
任
を
受
け
た
者
）
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
条
第
八
項
た
だ
し
書
に

該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞
な
く
、
期
限
を
指
定
し
て
、
貨
物
軌
道
事
業
（
法
第
四
条
第
十
四
号
に
規
定
す

る
貨
物
軌
道
事
業
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
実
施
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
道
路
管
理
者
（
次
項
に
お

い
て
「
関
係
道
路
管
理
者
」
と
い
う
。）の
意
見
を
徴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
認
定
の
申
請
等
）

第
四
条
の
二

法
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
認
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

法
第
二
十
九
条
の
六
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

令
和
七
年
十
月
二
日
か
ら
国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八
号
）
に
よ
っ
て
調
査
し
た
令
和
七
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
人
口
の
確
定
数
が
官
報
で
公
示
さ
れ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
市
町
村
の
廃
置
分
合
若
し
く
は
境

界
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
市
町
村
の
境
界
が
確
定
し
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
が
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
当
該
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変
更
又
は
境
界

の
確
定
を
考
慮
し
た
令
和
七
年
十
月
一
日
現
在
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
人
口
を
告
示
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
市
町
村
に
対
す
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
規
則
第
七
条
の
二
の
十
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
中
「
当
該
人
口
が
官
報
で
公
示
さ
れ
た
後
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
人
口
を
告
示
し
た
と
き
は
、そ
の
人
口
」

と
あ
る
の
は
、「
同
年
十
月
二
日
以
後
に
お
い
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変
更
が
あ
つ
た
と
き
又
は
市
町
村
の
境
界
が
確
定
し
た
と
き
は
、
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限

り
、
当
該
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変
更
又
は
境
界
確
定
に
係
る
区
域
の
人
口
を
関
係
市
町
村
の
人
口
に
加
え
、
又
は
関
係
市
町
村
の
人
口
か
ら
減
じ
た
も
の
」
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
八
十
四
号

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
一
号
）
及
び
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
令
和
八
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
第
三
号
並
び
に
第
五
項
第
三
号
及
び
第
九
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
同
法
第
二
十
九
条
の
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
並
び

に
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
二
百
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





三

法
第
二
十
九
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
を
行
う
場
合
に
あ
っ

て
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

四

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
が
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
営
業
所
及
び
自
動
車
車
庫
（
以
下「
営
業
所
等
」

と
い
う
。）を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

営
業
所
等
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏

名
ロ

営
業
所
の
名
称
及
び
位
置

ハ

営
業
所
に
配
置
す
る
事
業
用
自
動
車
の
数

ニ

自
動
車
車
庫
の
位
置
及
び
収
容
能
力

ホ

営
業
所
等
に
お
い
て
行
う
業
務
の
内
容

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

既
存
の
法
人
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ

最
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

二

法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

定
款
又
は
寄
附
行
為
の
謄
本

ロ

株
式
の
引
受
け
、
出
資
又
は
財
産
の
寄
附
の
状
況
又
は
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類

三

個
人
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

戸
籍
抄
本

ロ

資
産
調
書

四

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
平
面
図
、
立
面
図
及
び
断
面
図
、
高
速
自
動
車
国
道
そ
の
他
の
物
資

の
流
通
を
結
節
す
る
機
能
を
有
す
る
道
路
と
の
位
置
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
図
面
並
び
に
特
定
貨
物
自
動
車

中
継
輸
送
施
設
が
有
す
る
設
備
の
能
力
を
説
明
す
る
書
類

五

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
法
第
二
十
九
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
者
が
行
う
特
定
貨
物
自
動

車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸

送
施
設
の
整
備
を
行
う
者
に
つ
い
て
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）を
記
載
し
、

か
つ
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。）

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

定
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
認
定
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
申
請
に
係
る
貨
物
自

動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
が
同
条
第
五
項
各
号
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
貨
物
自
動
車

中
継
輸
送
実
施
計
画
に
つ
い
て
法
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
の
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
条
第
七
項

の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

６

第
一
項
の
申
請
書
は
、
そ
の
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
（
当
該
事
業
に
係
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
が
物

資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）

第
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
条
に

お
い
て
同
じ
。）に
委
任
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）の
主
た
る
実
施
区
域
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
を
経
由

し
て
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
関
し
て
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
記
載
す
べ
き
事

項
）

第
四
条
の
三

法
第
二
十
九
条
の
六
第
三
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
特
定
貨
物
自
動
車
中

継
輸
送
施
設
の
整
備
の
実
施
時
期
と
す
る
。

（
新
設
）

（
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
基
準
）

第
四
条
の
四

法
第
二
十
九
条
の
六
第
五
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

一

高
速
自
動
車
国
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
（
高
速
自
動
車
国
道
法（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）

第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
速
自
動
車
国
道
（
ま
だ
供
用
の
開
始
が
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
高
速
自
動
車
国
道
」
と
い
う
。）、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の

四
に
規
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
に
接
続
し
て
い
る
も
の
に
限
り
、
ま
だ
供
用
の
開
始

が
な
い
も
の
を
除
く
。）又
は
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
と
同
等
の
規
格
及
び
機
能
を
有
す
る
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
に
接
続

し
て
い
る
も
の
に
限
り
、
ま
だ
供
用
の
開
始
が
な
い
も
の
を
除
く
。）と
道
路
法
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る

一
般
国
道
、
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
道
又
は
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
市
町
村
道
（
い
ず
れ
も

同
法
第
四
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
を
除
く
。）を
連
結
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
い
う
。）の

周
辺
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に
立
地
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

貯
蔵
槽
倉
庫
（
倉
庫
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
運
輸
省
令
第
五
十
九
号
）
第
三
条
の
九
第
一
項
に

規
定
す
る
貯
蔵
槽
倉
庫
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
冷
蔵
倉
庫
（
倉
庫
業
法
施
行
規
則
第
三
条
の

十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
冷
蔵
倉
庫
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
あ
っ
て
は
、
特
定
貨
物
自
動
車
中

継
輸
送
施
設
（
第
五
号
に
規
定
す
る
施
設
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
そ
の
容
積
が
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

貯
蔵
槽
倉
庫
又
は
冷
蔵
倉
庫
以
外
の
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
あ
っ
て
は
、
特
定
貨
物
自
動
車

中
継
輸
送
施
設
（
第
五
号
に
規
定
す
る
施
設
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
そ
の
床
面
積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）

第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
要
構
造
部
を
い
う
。）で
あ
る
柱
及
び
は
り
が
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
又
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
こ
と
。

五

入
浴
設
備
を
備
え
た
待
機
所
そ
の
他
の
運
転
者
（
法
第
二
十
九
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
「
運
転
者
」

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
疲
労
を
回
復
す
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

到
着
時
刻
表
示
装
置
（
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
お
け
る
貨
物
の
搬
入
及
び
搬
出
の
状
況
に
係

る
情
報
並
び
に
当
該
情
報
を
利
用
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
三
十
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
到
着
す
る
予
定
時
刻
に
係
る

情
報
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
当
該
予
定
時
刻
に
係
る
情
報
を
表
示
す
る
装
置
で
あ
っ
て
、
国
土

交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。）を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七

デ
ー
タ
交
換
シ
ス
テ
ム
（
取
引
の
相
手
方
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
間
で
商
取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
電
子

的
に
交
換
す
る
シ
ス
テ
ム
に
限
る
。）を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八

非
常
用
デ
ー
タ
保
存
シ
ス
テ
ム
（
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
内
に
お
い
て
取
り
扱
う
貨
物
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
外
の
適
当
な
場
所
に
お
い
て
保
存
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
て
、
非
常
時
に
お
い
て
当
該
場
所
に
お
い
て
保
存
さ
れ
た
当
該
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
通
信
の
機
能
及
び
電
源
を
備
え
る
も
の
に
限
る
。）を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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九

貨
物
保
管
場
所
管
理
シ
ス
テ
ム
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
基
づ
き
倉
庫
内
に
お
け
る
貨
物
の
保
管
場
所
を

特
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。）を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十

大
型
車
対
応
荷
さ
ば
き
・
転
回
場
（
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
設
け
ら
れ
た
貨
物
の
搬
出
入
場

所
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
面
に
奥
行
き
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
空
地
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を

有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
一

高
規
格
バ
ー
ス
（
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
一
の
階
の
い
ず
れ
か
の
外
壁
面
に
技
術
的
に
可

能
な
範
囲
で
設
け
ら
れ
て
い
る
貨
物
の
搬
出
入
場
所
（
当
該
貨
物
の
搬
出
入
場
所
か
ら
奥
行
き
五
メ
ー
ト
ル

以
上
の
荷
さ
ば
き
の
用
に
供
す
る
空
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）を
い
う
。）を
有
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

十
二

当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
階
数
が
二
以
上
の
も
の
（
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
構
造
を
有
す
る
も

の
を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
、最
大
積
載
荷
重
が
二
ト
ン
以
上
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
等
）

第
四
条
の
五

法
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
変
更
の
認
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

三

変
更
の
理
由

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
係
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
状
況
を
記
載
し
た
書

類
二

当
該
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
変
更
が
第
四
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
変
更
を
伴

う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類

３

第
四
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認

定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
荷
待
ち
時
間
）

（
荷
待
ち
時
間
）

第
五
条

法
第
三
十
条
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
連
鎖
化
事
業
者
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
連
鎖
化
事
業
者
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

第
五
条

法
第
三
十
条
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
連
鎖
化
事
業
者
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
連
鎖
化
事
業
者
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
第
二
号
の
国
土
交
通
省
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
時
間
は
、
運
転
者
が
集
貨
若
し

く
は
配
達
を
行
う
べ
き
場
所
又
は
そ
の
周
辺
の
場
所
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
集
貨
場
所
等
」
と
い
う
。）に

到
着
し
た
時
刻
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
時
刻
）
か
ら
荷
役
等
（
同
条

第
三
号
に
規
定
す
る
荷
役
等
を
い
う
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
開
始
し
た
時
刻
ま
で
の
時
間
（
荷
主

（
法
第
三
十
条
第
五
号
に
規
定
す
る
荷
主
を
い
う
。）、
集
貨
場
所
等
の
管
理
者
又
は
連
鎖
化
事
業
者
（
次
条
第

一
項
に
お
い
て
「
荷
主
等
」
と
い
う
。）の
都
合
に
よ
り
待
機
し
た
時
間
に
限
る
。）と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
第
四
号
の
国
土
交
通
省
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
時
間
は
、
運
転
者
（
同
条
第
二

号
に
規
定
す
る
運
転
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
集
貨
若
し
く
は
配
達
を
行
う
べ
き
場
所
又
は
そ
の
周
辺
の
場

所
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
集
貨
場
所
等
」と
い
う
。）に
到
着
し
た
時
刻（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
時
刻
）
か
ら
荷
役
等
（
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
荷
役
等
を
い
う
。
次
条
第
二
項

に
お
い
て
同
じ
。）を
開
始
し
た
時
刻
ま
で
の
時
間
（
荷
主（
法
第
三
十
条
第
七
号
に
規
定
す
る
荷
主
を
い
う
。）、

集
貨
場
所
等
の
管
理
者
又
は
連
鎖
化
事
業
者
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
荷
主
等
」
と
い
う
。）の
都
合
に
よ
り

待
機
し
た
時
間
に
限
る
。）と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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（
荷
役
等
時
間
）

（
荷
役
等
時
間
）

第
六
条

法
第
三
十
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
貨
物
の
品
質
又
は
数
量
が
こ
れ
ら
に
つ
い

て
定
め
る
契
約
の
内
容
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
検
査
、
貨
物
の
荷
造
り
、
搬
出
、
搬
入
、
保
管
、
仕
分
又
は

陳
列
、
ラ
ベ
ル
の
貼
付
け
、
代
金
の
取
立
て
又
は
立
替
え
、
荷
主
等
が
行
う
荷
役
へ
の
立
会
い
そ
の
他
の
通
常

法
第
二
十
九
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
の
運
転
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
と
す
る
。

第
六
条

法
第
三
十
条
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
貨
物
の
品
質
又
は
数
量
が
こ
れ
ら
に
つ
い

て
定
め
る
契
約
の
内
容
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
検
査
、
貨
物
の
荷
造
り
、
搬
出
、
搬
入
、
保
管
、
仕
分
又
は

陳
列
、
ラ
ベ
ル
の
貼
付
け
、
代
金
の
取
立
て
又
は
立
替
え
、
荷
主
等
が
行
う
荷
役
へ
の
立
会
い
そ
の
他
の
通
常

同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
の
運
転
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
時
間
は
、
運
転
者
が
荷
役
等

を
開
始
し
た
時
刻
か
ら
終
了
し
た
時
刻
ま
で
の
時
間
（
荷
役
等
に
従
事
し
て
い
な
い
時
間
を
除
く
。）と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
時
間
は
、
運
転
者
が
荷
役
等

を
開
始
し
た
時
刻
か
ら
終
了
し
た
時
刻
ま
で
の
時
間
（
荷
役
等
に
従
事
し
て
い
な
い
時
間
を
除
く
。）と
す
る
。

第
八
条

法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
輸
送
能
力
（
次
年
度
以
降
に
お
け
る
令

第
五
条
第
二
項
の
数
値
以
上
に
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

並
び
に
輸
送
能
力
）
と
す
る
。

第
八
条

法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
輸
送
能
力
（
次
年
度
以
降
に
お
け
る
輸

送
能
力
が
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
。
以
下「
令
」

と
い
う
。）第
五
条
第
二
項
の
数
値
以
上
に
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び

そ
の
理
由
並
び
に
輸
送
能
力
）
と
す
る
。

第
十
九
条

法
第
五
十
七
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、前
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
十
九
条

法
第
五
十
七
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、前
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
判
断
の
基
準
の
遵
守
状
況
そ
の
他
の
運
転
者
の
荷
待
ち
時
間
等
（
法

第
三
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
荷
待
ち
時
間
等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
短
縮
を
図
る
た
め
の
措

置
の
実
施
状
況

一

法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
判
断
の
基
準
の
遵
守
状
況
そ
の
他
の
運
転
者
の
荷
待
ち
時
間
等
（
法

第
三
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
荷
待
ち
時
間
等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
短
縮
を
図
る
た
め
の
措

置
の
実
施
状
況

二

（
略
）

二

（
略
）

（
書
類
の
提
出
）

（
書
類
の
提
出
）

第
二
十
条

こ
の
省
令
の
規
定
（
第
四
条
の
二
及
び
第
四
条
の
五
を
除
く
。）に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
べ

き
書
類
は
、
提
出
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
を
経
由
し
て
提
出
す
る
も
の
と

す
る
。

第
二
十
条

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
べ
き
書
類
は
、
提
出
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。）を
経
由
し
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
一
（
第
四
条
の
二
関
係
）

（
新
設
）

規
定

事
項

書
類

法
第
二
十
九
条
の

八

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

第
九
条
第
一
項
の
認
可
に

係
る
部
分

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

施
行
規
則
（
平
成
二
年
運

輸
省
令
第
二
十
一
号
）
第

五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
事
項

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

施
行
規
則
第
五
条
第
二
項

に
規
定
す
る
書
類

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

第
九
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
に
係
る
部
分

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

施
行
規
則
第
六
条
第
二
項

各
号
又
は
第
七
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

施
行
規
則
第
六
条
第
三
項

又
は
第
七
条
第
三
項
に
規

定
す
る
書
類

法
第
二
十
九
条
の

九

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法

（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第

百
三
十
六
号
）
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

に
係
る
部
分

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
施

行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年

運
輸
省
令
第
四
十
七
号
）

第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
施

行
規
則
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
書
類
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自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
第

十
一
条
第
一
項
の
許
可
に

係
る
部
分

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
施

行
規
則
第
四
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
施

行
規
則
第
四
条
第
二
項
各

号
に
掲
げ
る
書
類

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
第

十
一
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
に
係
る
部
分

自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法
施

行
規
則
第
五
条
第
二
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項

法
第
二
十
九
条
の

十

倉
庫
業
法
（
昭
和
三
十
一

年
法
律
第
百
二
十
一
号
）

第
三
条
の
登
録
に
係
る
部

分

倉
庫
業
法
施
行
規
則
第
二

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項

倉
庫
業
法
施
行
規
則
第
二

条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

書
類

倉
庫
業
法
第
七
条
第
一
項

の
変
更
登
録
に
係
る
部
分

倉
庫
業
法
施
行
規
則
第
四

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項

倉
庫
業
法
施
行
規
則
第
四

条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

書
類

倉
庫
業
法
第
七
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係

る
部
分

倉
庫
業
法
施
行
規
則
第
四

条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項

倉
庫
業
法
施
行
規
則
第
四

条
の
二
第
三
項
各
号
に
掲

げ
る
書
類

倉
庫
業
法
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係

る
部
分

倉
庫
業
法
施
行
規
則
第
五

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項

（
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
令
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
四
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

法
第
十
三
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
一
項
及

び
第
二
十
九
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

十

法
第
十
三
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
一
項
に

規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

十
一
〜
十
八

（
略
）

十
一
〜
十
八

（
略
）

（
地
方
運
輸
局
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
運
輸
局
組
織
規
則
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
交
通
政
策
部
の
所
掌
事
務
）

（
交
通
政
策
部
の
所
掌
事
務
）

第
二
条

交
通
政
策
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
二
条

交
通
政
策
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）
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八

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る

流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
（
同
条
第
五
号

に
規
定
す
る
港
湾
流
通
拠
点
地
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

八

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る

流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
（
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
港
湾
流
通

拠
点
地
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

八
の
二

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸

送
事
業
に
関
す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

九
〜
十
二

（
略
）

九
〜
十
二

（
略
）

（
環
境
・
物
流
課
の
所
掌
事
務
）

（
環
境
・
物
流
課
の
所
掌
事
務
）

第
二
十
二
条

環
境
・
物
流
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
二
十
二
条

環
境
・
物
流
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す

る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

七

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す

る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

七
の
二

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸

送
事
業
に
関
す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

八
・
九

（
略
）

八
・
九

（
略
）

（
所
掌
事
務
）

（
所
掌
事
務
）

第
八
十
五
条

神
戸
運
輸
監
理
部
は
、
地
方
運
輸
局
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

第
八
十
五
条

神
戸
運
輸
監
理
部
は
、
地
方
運
輸
局
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

一
〜
二
十
四

（
略
）

一
〜
二
十
四

（
略
）

二
十
五

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に

関
す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

二
十
五

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に

関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

二
十
五
の
二

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
中

継
輸
送
事
業
に
関
す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

二
十
六
〜
四
十
三

（
略
）

二
十
六
〜
四
十
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
総
務
企
画
部
の
所
掌
事
務
）

（
総
務
企
画
部
の
所
掌
事
務
）

第
八
十
七
条

総
務
企
画
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
八
十
七
条

総
務
企
画
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
〜
十
八

（
略
）

一
〜
十
八

（
略
）

十
九

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関

す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

十
九

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関

す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

十
九
の
二

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
中
継

輸
送
事
業
に
関
す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

二
十
〜
三
十
一

（
略
）

二
十
〜
三
十
一

（
略
）

（
企
画
課
の
所
掌
事
務
）

（
企
画
課
の
所
掌
事
務
）

第
九
十
九
条

企
画
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
九
十
九
条

企
画
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す

る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
及
び
物
流
施
設
対
策
官
の
所
掌
に
属

す
る
も
の
を
除
く
。）。

八

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す

る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
及
び
物
流
施
設
対
策
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。
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八
の
二

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸

送
事
業
に
関
す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
（
物
流
施
設
対
策
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

（
新
設
）

九
〜
十
九

（
略
）

九
〜
十
九

（
略
）

（
物
流
施
設
対
策
官
の
職
務
）

（
物
流
施
設
対
策
官
の
職
務
）

第
百
一
条

物
流
施
設
対
策
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に

調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
百
一
条

物
流
施
設
対
策
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に

調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す

る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

六

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す

る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

六
の
二

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸

送
事
業
に
関
す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

七
・
八

（
略
）

七
・
八

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
所
掌
事
務
）

（
所
掌
事
務
）

第
百
二
十
二
条

運
輸
支
局
は
、
地
方
運
輸
局
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

第
百
二
十
二
条

運
輸
支
局
は
、
地
方
運
輸
局
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す

る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

六

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関
す

る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

七
〜
四
十
二

（
略
）

七
〜
四
十
二

（
略
）

（
運
輸
企
画
専
門
官
）

（
運
輸
企
画
専
門
官
）

第
百
二
十
五
条

（
略
）

第
百
二
十
五
条

（
略
）

２

運
輸
企
画
専
門
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２

運
輸
企
画
専
門
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
〜
十
二

（
略
）

一
〜
十
二

（
略
）

十
三

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関

す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

十
三

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
関

す
る
こ
と
（
港
湾
流
通
拠
点
地
区
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）。

十
四
〜
四
十
三

（
略
）

十
四
〜
四
十
三

（
略
）

３
〜
８

（
略
）

３
〜
８

（
略
）

法

規

的

告

示

そ

の

他

告

示
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貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

第
一

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

１

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
意
義

物
流
は
、
我
が
国
の
国
民
生
活
や
経
済
活
動
、
地
方
創
生
を
支
え
る
重
要
か
つ
不
可
欠
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
。
特
に
、
国
内
貨
物
輸
送
に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ベ
ー
ス
で
は
そ
の
大
半
を
、
ト
ン
キ
ロ
ベ
ー
ス
で
は
全
体
の
半

分
超
を
貨
物
自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

自
動
車
で
あ
っ
て
、
貨
物
の
運
送
の
用
に
供
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
八
十
九
号

国
土
交
通
省
関
係
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第
百
号
）
第
四

条
の
四
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
関
係
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
四

第
六
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
次
の
と
お
り
定
め
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

国
土
交
通
省
関
係
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
四
第
六
号
の
国
土
交
通
大
臣
の

定
め
る
基
準

国
土
交
通
省
関
係
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
四
第
六
号
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め

る
基
準
は
、
映
像
面
の
最
大
径
が
三
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
表
示
器
又
は
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
内

の
作
業
に
従
事
す
る
者
の
携
帯
用
の
表
示
器
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
号

物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲


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一
方
で
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
担
う
貨
物
自
動
車
の
運
転
者
（
以
下
「
運
転
者
」
と
い
う
。）の
置
か
れ
て

い
る
状
況
は
厳
し
く
、
労
働
時
間
は
全
産
業
平
均
よ
り
長
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、年
間
賃
金
は
低
く
な
っ
て
お
り
、

他
の
産
業
と
比
較
し
て
人
手
不
足
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
。
加
え
て
、
年
齢
構
成
に
お
い
て
、
貨
物
自
動
車
運
送

業
は
他
産
業
と
比
較
し
て
中
年
層
の
割
合
が
大
き
く
、
か
つ
若
年
層
の
割
合
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、将
来
的
に
は
、

更
な
る
人
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
物
流
産
業
を
魅
力
あ
る
職
場
と
す
る
た
め
、
令
和
六
年
四
月
か
ら
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
よ
る
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
が
運
転
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
運
転
者
の
拘
束
時
間
等
を
定
め
た
自
動
車
運
転
者
の

労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
（
平
成
元
年
労
働
省
告
示
第
七
号
。
以
下
「
改
善
基
準
告
示
」
と
い
う
。）が

改
正
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
前
述
の
運
転
者
の
担
い
手
不
足
の
深
刻
化
や
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
課
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
物
流
の
停
滞
を
生
じ
か
ね
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
物
流
の

「
二
〇
二
四
年
問
題
」
が
社
会
的
に
大
き
な
危
機
と
な
っ
た
。

総
合
物
流
施
策
大
綱
（
二
〇
二
六
年
度
〜
二
〇
三
〇
年
度
）（
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
閣
議
決
定
）に
よ
れ
ば
、

二
〇
三
〇
年
度
に
想
定
さ
れ
て
い
た
約
三
十
四
％
の
輸
送
力
不
足
の
う
ち
、
約
十
四
％
は
、
物
流
の
「
二
〇
二
四

年
問
題
」
に
対
応
す
る
た
め
の
官
民
の
取
組
の
成
果
等
に
よ
り
概
ね
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、
依
然
と

し
て
輸
送
力
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
二
〇
三
〇
年
度
に
想
定
さ
れ
る
物
流
の
停
滞
を
回
避

す
る
た
め
に
は
、
残
り
の
輸
送
力
不
足
の
克
服
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
組
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、貨
物
自
動
車
に
よ
る
国
内
の
貨
物
輸
送
が
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
維
持
さ
れ
続
け
る
た
め
に
は
、

運
転
者
の
負
担
軽
減
と
輸
送
力
の
確
保
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
中
継
輸
送
の
促
進
は
そ
の

有
効
な
対
応
策
の
一
つ
で
あ
る
。

中
継
輸
送
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
交
替
方
式
、
ト
レ
ー
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
方
式
、
貨
物
積
替
え
方
式
の
三
つ
の

方
式
が
存
在
す
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
交
替
方
式
及
び
ト
レ
ー
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
方
式
は
、
中
継
輸
送
地
点
で
そ
れ

ぞ
れ
運
転
者
又
は
ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
交
替
・
交
換
し
、
車
両
や
ト
レ
ー
ラ
ー
自
体
は
引
き
続
き
進
行
方
向
に

運
行
す
る
方
式
で
あ
る
。
貨
物
積
替
え
方
式
は
、
中
継
輸
送
地
点
に
お
い
て
貨
物
の
受
渡
し
を
行
い
、
進
行
方
向

と
は
逆
に
折
り
返
し
て
運
行
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
方
式
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
中
継
輸
送
の
方
式
に
つ
い
て
も
一
つ
の
長
距
離
輸
送
を
分
担
し
て
行
う
こ
と
で
運
転
者
の
走
行
距
離

や
拘
束
時
間
を
短
縮
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
帰
り
荷
の
確
保
に
よ
る
運
行
効
率
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
中
継
輸
送
の
促
進
は
、
運
転
者
の
負
担
軽
減
と
輸
送
力
の
確
保
の
両
立
の
実
現
に
貢
献
す
る
意
義

が
あ
る
。

２

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
目
標

運
転
者
の
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
、
労
働
生
産
性
向
上
に
資
す
る
物
流
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
貨

物
自
動
車
輸
送
を
鉄
道
、
海
上
、
航
空
輸
送
へ
と
シ
フ
ト
す
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
、
運
転
者
の
荷
待
ち
時

間
等
の
短
縮
に
資
す
る
荷
主
や
物
流
事
業
者
に
対
す
る
規
制
的
措
置
等
の
導
入
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

加
え
て
、
第
一
の
１
の
と
お
り
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入
等
に
よ

り
、
運
転
者
一
人
当
た
り
の
拘
束
時
間
が
従
前
よ
り
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
貨
物
自
動
車
輸
送
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
ひ
い
て
は
運
転
者
の
負
担
軽
減
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。そ

こ
で
、
一
つ
の
輸
送
行
程
を
複
数
の
運
転
者
で
分
担
す
る
中
継
輸
送
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
改
善
基
準
告
示

に
よ
る
一
日
当
た
り
の
拘
束
時
間
を
遵
守
し
つ
つ
、
運
転
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
日
帰
り
運
行
を
可
能
と
す

る
と
と
も
に
、
運
転
者
一
人
当
た
り
の
一
回
の
運
送
に
お
け
る
走
行
距
離
の
短
縮
に
よ
る
運
転
者
の
過
労
運
転
の

防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
え
て
、
中
継
輸
送
の
実
施
に
よ
り
輸
送
行
程
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
貨
物
自
動
車
が
運
行
す
る
区
間
の
大
部

分
で
貨
物
が
積
載
さ
れ
て
い
る
状
態
に
な
る
こ
と
か
ら
、
帰
り
荷
確
保
の
心
配
が
少
な
く
、
運
行
効
率
の
向
上
に

も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
た
め
、
中
継
輸
送
に
よ
る
取
組
の
目
標
と
し
て
は
、
運
転
者
一
人
当
た
り
の
一
回
の
運
送
に
お
け
る
走
行

距
離
や
拘
束
時
間
の
短
縮
及
び
運
行
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
設
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
国
は
、
必
要
に
応
じ
、
こ
の
取
組
の
進
捗
状
況
を
定
期
的
に
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

１

基
本
的
な
考
え
方

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
は
、
二
以
上
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平

成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
を
い
う
。）若
し
く
は
特

定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（
同
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
を
い
う
。）（
以
下

「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
」
と
い
う
。）又
は
施
設
管
理
事
業
者
等
が
連
携
し
て
、
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継

輸
送
の
促
進
を
図
る
事
業
で
あ
っ
て
、
運
転
者
の
過
労
運
転
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
な
物
資
が
必
要
な

と
き
に
確
実
に
運
送
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
一
の
１
の
と
お
り
、
中
継
輸
送
の
方
式
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
交
替
方
式
及
び
ト
レ
ー
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
方
式

に
加
え
て
、
貨
物
積
替
え
方
式
が
あ
る
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
交
替
方
式
及
び
ト
レ
ー
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
方
式
は
、

運
転
者
同
士
の
到
着
時
間
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
運
行
状
況
に
よ
っ
て
は
運
転
者
に
一
定
の
待
ち
時
間
が
生
じ

る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。

他
方
、
貨
物
積
替
え
方
式
は
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
貨
物
の
一
時
的
な
保
管
機
能
を
有
す
る
中
継
輸
送

施
設
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
転
者
同
士
の
待
ち
合
わ
せ
が
不
要
と
な
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
保
管
し

て
い
た
荷
物
を
帰
り
荷
と
し
て
積
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
運
行
効
率
の
向
上
に
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
主
体

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
と
し
て
、
二
以
上
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
を
必

須
と
し
つ
つ
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
管
理
す
る
倉
庫
業
者
や
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
者
、

当
該
施
設
を
整
備
す
る
不
動
産
開
発
事
業
者
及
び
製
造
業
者
等
の
荷
主
等
、
様
々
な
事
業
者
が
連
携
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
実
施
主
体
は
必
ず
し
も
民
間
事
業
者
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
公
的
セ
ク
タ
ー
も
対
象
と
な
り
得
る
。

例
え
ば
、
市
町
村
が
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
土
地
を
提
供
し
た
り
、
当
該
施
設

そ
の
も
の
を
整
備
し
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
物
流
の
維
持
・
確
保
に
向
け
、
市
町
村
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
公

共
団
体
が
参
加
す
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
二
以
上
の
者
の
連
携
に
当
た
っ
て
は
、
法
人
格
が
別
の
事
業
者
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
た
だ
し
、
組
合
は
複
数
者
が
参
画
し
て
共
同
の
事
業
を
行
う
主
体
で
あ
り
、
組
合
が
行
う
事
業
は
二
以
上

の
者
が
連
携
し
た
事
業
と
み
な
せ
る
こ
と
か
ら
、
組
合
と
し
て
は
単
体
で
あ
っ
て
も
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送

事
業
の
実
施
主
体
と
は
な
り
得
る
。

さ
ら
に
、
連
携
す
る
者
の
組
み
合
わ
せ
は
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を

実
施
す
る
者
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画

に
記
載
さ
れ
た
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
目
標
及
び
内
容
を
実
現
可
能
と
す
る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
お
い
て
、
荷
役
に
係
る
停
留
場
所
へ
の
貨
物

自
動
車
の
出
入
り
の
円
滑
な
管
理
に
資
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
際
に
は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
者

と
活
用
す
る
者
が
連
携
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
こ
と
か
ら
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
管
理
す
る

者
と
当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
日
常
的
に
物
資
の
搬
出
入
を
行
う
主
要
な
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
が
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
内
容

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
は
、
二
以
上
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
、
一
つ
の
長
距
離
輸
送
の
工
程
を

一
人
の
運
転
者
が
行
う
通
常
の
運
送
形
態
に
代
え
て
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
お
い
て
、
貨
物
自

動
車
相
互
間
で
運
転
者
の
交
代
又
は
貨
物
の
受
渡
し
を
行
い
、
複
数
の
運
転
者
が
一
つ
の
輸
送
行
為
を
分
担
す

る
こ
と
で
、
運
転
者
の
過
労
運
転
の
防
止
や
長
時
間
労
働
を
抑
制
し
つ
つ
、
運
転
者
一
人
当
た
り
の
一
回
の
運

送
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
の
走
行
距
離
や
拘
束
時
間
を
短
縮
さ
せ
、
帰
り
荷
の
確
保
に
よ
る
運
行
効
率
の
向
上

を
図
る
事
業
で
あ
る
。

な
お
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
管
理
す
る
者
が
当
該
二
以
上
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
当

該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
利
用
さ
せ
る
事
業
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
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貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
負
担
軽
減
及
び
運
行
効
率
の
向
上
に
関
す
る
評
価

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
は
、
運
転
者
の
過
労
運
転
の
防
止
や
長
時
間
労
働
を
抑
制
し
つ
つ
、
運
転
者
一

人
当
た
り
の
一
回
の
運
送
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
の
走
行
距
離
や
拘
束
時
間
を
短
縮
さ
せ
、
帰
り
荷
の
確
保
に

よ
る
運
行
効
率
の
向
上
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
お
い
て
は
、

従
前
又
は
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
と
の
比
較
に
よ
り
ど
の
程
度
の
運
転
者

の
走
行
距
離
や
拘
束
時
間
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
る
か
な
ど
の
運
転
者
の
負
担
軽
減
に
係
る
効
果
に
つ
い
て
定
量

的
に
算
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
従
前
又
は
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
と
比
較
し
て
ど
の
程
度
運

行
効
率
が
向
上
し
た
か
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
天
候
不
順
等
計
画
的
な
中
継
輸
送
の
実
施
を
阻
害
す
る
要

因
が
発
生
し
た
場
合
を
除
き
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
実
施
し
た
結
果
と
し
て
、
概
ね
運
行
効
率
が
向

上
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
期
間

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
期
間
は
五
年
以
上
と
す
る
。
な
お
、
地
方
公
共
団
体
等
と
の
協
定
等
に

基
づ
き
五
年
を
超
え
る
期
間
の
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は
、
当
該
期
間
を
実
施
期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
実
施
期
間
中
に
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
同
計
画
の
変
更
に
係

る
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
は
、
高
速
自
動
車
国
道
そ
の
他
の
物
資
の
流
通
を
結
節
す
る
機
能
を
有
す

る
道
路
の
近
傍
に
立
地
し
、
入
浴
設
備
を
備
え
た
待
機
所
等
の
運
転
者
の
疲
労
を
回
復
す
る
た
め
の
施
設
、
荷

役
に
係
る
停
留
場
所
へ
の
貨
物
自
動
車
の
出
入
り
の
円
滑
な
管
理
に
資
す
る
装
置
並
び
に
貨
物
の
搬
入
及
び
搬

出
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
等
の
荷
役
及
び
荷
さ
ば
き
の
効
率
化
に
資
す
る
設
備
を
有
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
二
以
上
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
二
以
上
の
貨
物
自
動
車
相
互
間
で
運
転
者
の
交
代

又
は
貨
物
の
受
渡
し
を
行
う
も
の
で
あ
る
（
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
基
準
の
詳
細
は
、
物
資
の
流

通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
九
条
の
六
第
五
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
ら
れ
る
。）。

ま
た
、
大
手
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
自
ら
保
有
す
る
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
は
一
定
程
度
進
ん
で
い

る
一
方
で
、広
く
一
般
の
中
小
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
利
用
で
き
る
中
継
輸
送
施
設
は
不
足
し
て
お
り
、

中
小
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
も
利
用
で
き
る
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
は
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
主
体
と
な
る
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
以
外
の
者
も
中
継
輸
送
の
実
施
の
た
め
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
整
備
す
べ
き
地
域
に
関
す
る
事
項

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
は
、
大
都
市
間
の
幹
線
輸
送
に
お
け
る
地
理
的
な
中
間
地
点
に
整

備
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
運
転
者
の
労
働
時
間
遵
守
、
引
受
け
側
の
輸
送
を
担
う
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
の
確
保
、
運
行
効
率
向
上
に
資
す
る
貨
物
の
集
積
状
況
等
を
踏
ま
え
て
整
備
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
は
、
地
域
の
雇
用
創
出
や
産
業
振
興
、
災
害
対
応
に
係
る
防
災
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
立
地
や
機
能
に
関
す
る
事
項

物
流
量
や
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
を
見
通
し
た
立
地

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
立
地
場
所
は
、
高
速
道
路
等
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
の
半
径
五
㎞

以
内
に
立
地
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
す
る
。
加
え
て
、
物
流
量
や
周
辺
の
自
動
車
の
交
通
量
の
見
通
し
、

道
路
等
の
交
通
施
設
の
整
備
の
見
通
し
等
を
勘
案
し
て
立
地
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

運
転
者
の
労
働
環
境
改
善
に
資
す
る
機
能

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
は
、運
転
者
の
過
労
運
転
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
お
け
る
一
時
的
な
停
車
時
間
の
間
等
に
利
用
可
能
な
入
浴
設
備
（
シ
ャ

ワ
ー
）
等
の
運
転
者
が
疲
労
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
当
該
設
備
に
つ
い
て
は
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
者
以
外
の
者
の
運
転
者
の
疲
労
回
復
に
も

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

防
災
対
策
に
資
す
る
機
能

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
は
、
平
時
に
お
け
る
物
流
に
係
る
機
能
の
み
な
ら
ず
、
防
災
の
観
点
で

も
重
要
な
機
能
を
果
た
す
潜
在
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

こ
の
観
点
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
、
平
時
か
ら
災
害
時
に
必
要
と
な
る
食
料
品
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

等
の
防
災
備
蓄
品
等
の
保
管
、
発
災
時
に
お
い
て
は
、
地
元
住
民
の
一
時
的
な
避
難
場
所
や
緊
急
物
資
の
受

入
・
中
継
輸
送
拠
点
と
な
る
こ
と
な
ど
の
機
能
を
備
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
域
活
性
化
に
資
す
る
機
能

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
当
該
施
設
で
の
物
流
を
担
う
人
材
の
雇
用
機
会
の
創

出
を
も
た
ら
す
ほ
か
、
施
設
内
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
形
で
の
地
域
共
生
・

地
域
貢
献
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
資
す
る
機
能
を
備
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

様
々
な
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
へ
の
施
設
利
用
機
会
の
確
保

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
は
、
認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
係
る
二
以
上
の
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
に
よ
る
事
業
で
あ
る
一
方
で
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
係
る
特
定
貨
物
自
動
車

中
継
輸
送
施
設
は
必
ず
し
も
当
該
認
定
を
受
け
た
者
の
み
に
利
用
が
限
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
う
ち
、
中
継
輸
送
の
実
施
を
希
望
す
る
者
は
一
定
程
度
存
在
す
る
一
方
、
特

に
荷
主
の
運
送
依
頼
に
応
じ
て
固
定
化
さ
れ
て
い
な
い
経
路
を
運
行
す
る
中
小
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
運
行

頻
度
が
低
い
地
域
に
中
継
輸
送
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

他
方
で
、
運
転
者
の
拘
束
時
間
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
る
現
状
に
お
い
て
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の

多
く
を
中
小
事
業
者
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
一
時
的
な
保
管
に
よ
る
短
時
間
の
利
用
が
想
定
さ

れ
る
中
継
輸
送
事
業
に
お
い
て
は
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
申
請
者
で
は
な
い
広
く
一
般
の
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
利
用
可
能
な
中
継
輸
送
施
設
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
の
際
、
中
継
輸
送
の
実
施
を
希
望
す
る
事
業
者
同
士
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ

り
事
業
者
の
連
携
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

市
町
村
と
の
協
定
の
締
結

第
二
の
１

か
ら

に
列
記
す
る
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
た
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
整
備
す

る
場
合
に
は
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
と
連
携
し
、
当
該
施
設
を
整
備
す
る

者
又
は
管
理
者
と
当
該
市
町
村
と
の
間
で
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

協
定
締
結
の
対
象
と
な
る
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
は
、
当
該
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
と
の
事

前
調
整
が
図
ら
れ
た
上
で
整
備
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
か
つ
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
係
る
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
以
外
の
者
に
利
用
機
会
を
開
放
す
る
施
設
と
な
る
た
め
、
通
常
の
特
定
貨
物
自
動
車

中
継
輸
送
施
設
と
比
較
し
て
公
共
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
係
る
特
例
措
置

（
以
下
「
税
制
特
例
措
置
」
と
い
う
。）の
対
象
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

税
制
特
例
措
置
の
適
用
を
希
望
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
に
係
る
認

定
申
請
の
際
に
、
併
せ
て
市
町
村
と
の
協
定
書
等
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
認
定
申
請
時
点
に
お
い
て
、
市
町
村
と
の
間
で
の
具
体
的
な
取
り
決
め
内
容
ま
で
を
定
め

た
協
定
書
等
を
締
結
し
て
い
な
い
場
合
は
、
基
本
的
な
事
項
の
み
を
定
め
た
協
定
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
と

し
、
税
制
特
例
措
置
の
対
象
で
あ
る
旨
を
地
方
運
輸
局
長
が
証
明
す
る
際
の
手
続
に
お
い
て
は
、
市
町
村
と

の
間
で
具
体
的
な
取
り
決
め
内
容
ま
で
定
め
た
協
定
書
等
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
協
定
書
等
に
盛
り
込
む
項
目
の
う
ち
、
第
二
の
１

又
は

等
の
地
域
に
資
す
る
内
容
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
ご
と
に
必
要
と
な
る
防
災
対
策
や
地
域
活
性
化
の
取
組
内
容
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
市

町
村
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
取
組
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。


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特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
形
成
計
画
（
国
土
形
成
計
画
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
形
成
計
画
を
い
う
。）、
社
会
資
本
整
備
重
点
計

画
（
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
二
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
資
本
整

備
重
点
計
画
を
い
う
。）、
交
通
政
策
基
本
計
画
（
交
通
政
策
基
本
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第

十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
交
通
政
策
基
本
計
画
を
い
う
。）、
都
市
計
画
（
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
を
い
う
。）や
港
湾
計
画
（
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
計
画
を
い
う
。）等
の
土
地
利
用
等
に
関
す
る
計
画
と

の
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
可
能
な
限
り
既
成
市
街
地
の
外
周
の
地
域
で
あ
っ
て
、
交
通
条
件
及
び
地
理
的
条
件
が
と
も
に
良
好

で
あ
り
、
か
つ
、
土
地
利
用
上
適
正
な
位
置
に
立
地
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
農
地
あ
る
い
は
国
有
林
野
で
あ
る
土
地
に
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
整
備
す
る
場
合
に

は
、
用
地
の
確
保
が
確
実
で
あ
る
こ
と
及
び
そ
の
土
地
の
利
用
に
当
た
っ
て
必
要
な
許
認
可
等
を
取
得
し
て
い

る
こ
と
又
は
取
得
の
見
込
み
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
、
周
辺
の
道
路
交
通
状
況
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
特
に
、
貨
物
自
動
車
の
交
通
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
自
動
車
の
騒
音
と
そ
れ
に
伴
う
生
活
環
境
の
悪

化
等
、
外
部
不
経
済
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
点
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

２

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
に
参
加
す
る
者
の
意
思
統
一
等

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
二
以
上
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
加
え
て
、

特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る
倉
庫
業
者
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
者
や
不
動
産
開

発
事
業
者
等
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
貫
性
、
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

当
該
計
画
に
参
加
す
る
者
の
緊
密
な
意
思
統
一
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
実
施
計
画
の
下
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸

送
事
業
の
進
め
方
に
関
し
、
当
該
事
業
に
参
加
す
る
者
の
認
識
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
地
方
公
共
団
体
も
含
め
て
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
取
組
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
関
係

者
が
集
ま
る
協
議
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
関
係
者
間
で
の
合
意
形
成
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

３

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
必
要
な
物
流
事
業
に
関
す
る
許
可
等

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
、自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法（
昭

和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
又
は
倉
庫
業
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
許
可
等
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、こ
の
よ
う
な
許
可
等
が
必
要
な
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
に
係
る
業
務
を
、

当
該
許
可
等
を
有
し
な
い
者
が
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
は
適
切
な
も
の
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
許
可
等
に
つ
い
て
は
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
の
認
定
申
請
の
際

に
所
要
の
関
係
書
類
を
併
せ
て
提
出
し
、
必
要
な
審
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施

計
画
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
も
っ
て
許
可
等
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
等
の
各
事
業
法
に
基
づ
い
て
別
途
許
可
等
を
受
け
た
後
に
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
計
画
の
認
定
を
申
請

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

４

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
確
保

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
、
事
業
の
実
施
に
必
要
と
な
る
資
金
の
額
及
び
調
達
方

法
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
国
等

の
支
援
施
策
を
活
用
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金
及
び
税

制
優
遇
措
置
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
中
小

企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
等
か
ら
の
融
資
、
株
式
の
引
受
け
等
に
よ
る
債
務
保
証
等
の
支
援
施
策
の
活
用
が
考
え

ら
れ
る
。

５

物
流
機
器
等
の
統
一
の
推
奨

パ
レ
ッ
ト
、
コ
ン
テ
ナ
等
の
物
流
機
器
を
標
準
化
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
化
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
荷
役
に
係

る
作
業
の
省
力
化
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
推
奨
さ
れ
る
。

６

Ｋ
Ｐ
Ｉ
導
入
の
推
奨

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
に
お
い
て
、
二
以
上
の
者
が
連
携
し
て
い
く
上
で
は
、
物
流
事
業
者
に
お
け
る
Ｋ

Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
の
導
入
に
よ
り
、
物
流
事
業
者
の
収
益
状
況
、
コ
ス
ト
状
況
、
生
産
性
、
最
適
性

等
を
定
量
的
に
明
ら
か
と
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
例
え
ば
荷
主
と
物
流
事
業
者
が
一
体
と
な
っ

た
健
全
な
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項

１

就
業
環
境
の
整
備
等

物
流
分
野
に
お
け
る
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
運
転
者
の
負
担
軽
減
や
運
行
効
率
向
上
の
取
組
を

促
進
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
材
の
確
保
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
主
眼
は
運

転
者
の
負
担
軽
減
や
運
行
効
率
向
上
を
進
め
る
こ
と
に
あ
る
が
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

労
働
環
境
が
改
善
さ
れ
、
人
材
の
確
保
に
も
資
す
る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
者
の
待
遇
改
善
や
、
性
別
・
年
齢

に
関
わ
り
な
く
誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
の
観
点
も
考
慮
の
上
、
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
よ
る
運
転
者
の
拘
束
時
間
の
短
縮
は
、
運
転
者
の
賃
金
を
下
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
当
該
事
業
の
実
施
に
よ
り
運
行
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
、
運
転
者

の
賃
金
の
原
資
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
転
者
の
賃
金
が
下
が
ら
な
い
よ
う
、
適
正
な
待

遇
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
役
割

国
の
役
割

国
は
、
中
継
輸
送
の
取
組
を
全
国
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
モ
デ
ル
事
例
を
収

集
し
、
中
継
輸
送
の
実
施
に
お
け
る
課
題
や
そ
の
対
応
策
等
に
つ
い
て
周
知
を
行
う
も
の
と
す
る
。
加
え
て
、

地
方
運
輸
局
に
お
い
て
は
、
管
轄
す
る
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
実
情
に
応
じ
た
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
実
施
計
画
が

で
き
る
限
り
多
く
策
定
さ
れ
る
よ
う
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
者
等
に
対
す
る

助
言
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
国
は
、
法
第
二
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
出
資
及
び
貸
付
け
や
税
制
特
例
措
置
を

活
用
し
て
、
事
業
者
が
、
中
継
輸
送
の
取
組
を
行
う
際
に
は
、
当
該
取
組
が
適
切
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
独
立

行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
及
び
事
業
者
同
士
の
連
携
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
は
、
国
及
び
事
業
者
と
連
携
し
つ
つ
、
民

業
補
完
性
や
償
還
確
実
性
の
確
保
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
な
体
制
を
構
築
し
て
出
資
及
び
貸
付
け
を
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
。

地
方
公
共
団
体
の
役
割

地
域
に
お
け
る
物
流
の
維
持
に
貢
献
す
る
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
地
域
の
関
係
者
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
上
で
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
際
、
地
方
公
共
団
体
は
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
に
積
極
的

に
参
加
又
は
関
与
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
は
、
中
継
輸
送
を
実
施
す
る
関
係
者
間
の
連
携
・
協
働
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
関
連
事
業
に
係
る
施
策
の
実
施
に
当
た
り
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事

業
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、
事
業
者
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
設
け
る
な
ど
の
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
そ
の
際
、
地
域
公
共
交
通
と
連
携
し
た
貨
客
混
載
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
地
域
公
共
交
通
に
関

す
る
施
策
と
の
調
和
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。


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３

災
害
対
応
力
の
強
化

我
が
国
は
災
害
リ
ス
ク
が
常
に
高
い
状
況
に
あ
り
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
災

害
発
生
時
に
お
い
て
も
、
当
該
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
災
害
へ
の
備
え
を
十
分
に
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。
そ
の
際
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
定
め
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
荷
主
事
業
者

と
物
流
事
業
者
の
連
携
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
令
和
五
年
に
策
定
さ
れ
た
「
多
様
な
災
害
に
対
応

し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〜
荷
主
・
物
流
事
業
者
の
連
携
に
よ
る
安
全
で
強
靱
な
物
流
の
実
現
に
向
け

て
〜
」
が
参
考
に
な
る
。

ま
た
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
つ
い
て
は
、
災
害
の
発
生
に
よ
り
そ
の
機
能
が
維
持
さ
れ
な
い
こ

と
は
、
地
域
の
物
流
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
常
用
電
源
を
導
入
す
る
な
ど
災
害

に
対
す
る
備
え
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
活
用
し
て
平
時
か
ら
防
災
訓
練
や
物
資
輸
送
訓
練
等
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
。

４

交
通
量
の
集
中
等
に
よ
る
影
響
へ
の
配
慮

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
は
、
事
業
実
施
に
よ
っ
て
交
通
量
の
過
度
の
集
中
等
を
招
き
、
著
し
い
渋
滞
等
を

引
き
起
こ
し
、ひ
い
て
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
大
を
招
く
こ
と
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
は
、
交
通
量
の
集
中
等
に
伴
う
渋
滞
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
振
動
等
の
周

辺
環
境
へ
の
影
響
に
も
十
分
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
大
気
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ

て
い
な
い
大
気
測
定
局
周
辺
等
の
大
気
環
境
の
改
善
が
必
要
な
地
域
に
新
た
に
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設

を
立
地
す
る
場
合
に
は
事
前
に
環
境
へ
の
影
響
を
予
測
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
立
地
の
見
直
し
を
含
め
て
対
策
を

講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

５

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
等
の
遵
守

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
は
、
公
正
か
つ
自
由
な
取
引
環
境
を
損
な
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者
は
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
独
占
禁
止
法
」
と
い
う
。）を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
競
争
関
係
に
あ
る
物
流
事
業
者
が
、
共
同
し
て
荷
主
に
提
示
す
る
運
賃
の
決
定
、
維
持
又
は
引
上
げ

を
行
う
こ
と
、
共
同
し
て
契
約
す
る
荷
主
の
割
当
て
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競

争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
場
合
は
、
不
当
な
取
引
制
限
と
し
て
独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
物
流
分
野
全
体
の
取
引
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
措
置
さ
れ
て
い
る
、
独
占
禁
止
法
に
基
づ
く
特
定
荷

主
が
物
品
の
運
送
又
は
保
管
を
委
託
す
る
場
合
の
特
定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
（
平
成
十
六
年
公
正
取
引
委
員
会

告
示
第
一
号
）
や
製
造
委
託
等
に
係
る
中
小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代
金
の
支
払
の
遅
延
等
の
防
止
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
つ
い
て
も
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

そ
の
他
関
係
法
令
の
遵
守

貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
貨
物
自
動
車
の
過
積
載
や
過
労
運
転
、
特
殊
車
両
通
行

制
度
違
反
等
に
よ
り
輸
送
の
安
全
が
損
な
わ
れ
た
り
、
物
流
事
業
者
の
事
業
の
正
常
な
運
営
が
阻
害
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
の
立
地
や
貨
物
自
動
車
の
駐
車
場
所
の
確
保
等
に
関
し
、
関
係
行
政

機
関
と
も
連
携
の
上
、
道
路
交
通
法
規
を
遵
守
し
、
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
に
配
慮
す
る
も
の
と
す

る
。

第
四

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
に
係
る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
、
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
、

荷
主
、
倉
庫
業
者
等
そ
の
他
の
関
係
者
相
互
間
の
連
携
及
び
協
働
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

１

取
引
の
相
手
方
の
理
解
と
協
力

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
を
実
施
す
る
者
は
、
取
引
の
相
手
方
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
荷
主
に
対
し
て
、
計
画
的
発
注
や
配
送
頻
度
、
ロ
ッ
ト
の
調
整
を
は
じ
め
貨
物
自

動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
協
力
を
得
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
法
に
基
づ
き
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
等
、
荷
主
、
貨
物
自
動
車
関
連
事
業
者
及
び
連
鎖
化
事
業
者

が
連
携
し
て
、
運
転
者
の
荷
待
ち
時
間
等
の
短
縮
及
び
運
転
者
一
人
当
た
り
の
一
回
の
運
送
ご
と
の
貨
物
の
重
量

の
増
加
に
努
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

第
五

そ
の
他
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

１

停
留
場
所
へ
の
出
入
り
の
円
滑
な
管
理
に
資
す
る
装
置
等
に
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
及
び
先
進
的
技
術
の
活
用
の

推
奨貨

物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
す
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
。
特
に
、
標
準
化
さ
れ
た
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
が
普
及
す
る
こ
と
は
、
特
定
の
貨
物
自
動
車
相
互

間
の
中
継
輸
送
に
お
け
る
効
果
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
の
物
流
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
大
い
に
推

奨
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
具
体
例
と
し
て
は
商
品
マ
ス
タ
ー

デ
ー
タ
の
共
有
、
物
流
Ｅ
Ｄ
Ｉ
標
準
や
流
通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
（
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
標
準
）
等
の
標
準
化
さ
れ
た

Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
電
子
デ
ー
タ
交
換
）
の
導
入
、
電
子
タ
グ
の
導
入
等
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
我
が
国
産
業
の
国
際

競
争
力
の
強
化
、
消
費
者
の
需
要
の
高
度
化
及
び
多
様
化
へ
の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
可
能
な
限
り
国
際
標

準
が
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

加
え
て
、
情
報
通
信
技
術
は
近
年
急
速
な
進
化
を
遂
げ
て
お
り
、人
工
知
能
に
よ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
や
、

無
人
搬
送
車
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
自
動
化
機
器
、
物
流
情
報
や
商
取
引
情
報
等
を
処
理
す
る
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
等
、
先
進
的
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
も
有
用
で
あ
る
。

ま
た
、貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
や
自
動
運
転
ト
ラ
ッ

ク
の
活
用
も
有
効
で
あ
る
。
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
は
、
一
台
で
通
常
の
大
型
貨
物
自
動
車
二
台
分
の
輸
送
が
可

能
と
な
り
、
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
は
運
転
者
が
不
要
と
な
る
こ
と
で
、
労
働
生
産
性
は
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
新
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、よ
り
一
層
の
積
載
率
の
向
上
や
運
転
者
の
負
担
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。

２

ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
及
び
人
材
育
成
の
推
奨

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
に
お
い
て
は
、
物
流
機
器
や
物
流
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
専
門
的
知
見
、

ノ
ウ
ハ
ウ
等
が
求
め
ら
れ
る
場
合
も
多
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
専
門
的
知
見
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
専
門
家
等
に
よ

る
支
援
を
事
業
計
画
段
階
か
ら
受
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。
ま
た
、
物
流
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
習
得
し
た

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
各
種
研
修
等
も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。

３

そ
の
他
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
中
継
輸
送
地
点
へ
の
到
着
時
刻
の
調
整
が
必
要
と

な
る
た
め
、
運
行
情
報
の
共
有
や
配
車
管
理
の
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
貨
物
の
受
渡
し
や
車

両
の
相
互
使
用
を
行
う
事
業
者
間
で
、
貨
物
自
動
車
の
ヘ
ッ
ド
と
シ
ャ
ー
シ
が
連
結
可
能
で
あ
る
こ
と
、
待
機
ス

ペ
ー
ス
や
ヘ
ッ
ド
交
換
を
す
る
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
、
車
両
及
び
貨
物
の
損
害
賠
償
等
の
責
任
関

係
等
に
つ
い
て
事
前
に
協
定
書
等
で
定
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。加
え
て
、ド
ラ
イ
バ
ー
交
替
方
式
及
び
ト
レ
ー

ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
方
式
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
貨
物
の
積
替
え
を
要
し
な
い
こ
と
か
ら
、
荷
役
作
業
に
伴
う

貨
物
の
損
傷
や
追
加
的
な
荷
役
コ
ス
ト
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
一
方
、
交
換
用
車
両
の
確
保
等
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
一
号
）

の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

加
え
て
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
間
で
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
を
実
施
す
る
際
に
は
、
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
者
及
び
荷
主
が
協
働
し
、
当
該
中
継
輸
送
の
実
施
に
伴
い
発
生
す
る
輸
送
コ
ス
ト
も
含
め
、
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
が
適
正
な
運
賃
・
料
金
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
特
に
、
両
者
の
協
働
に
よ
り
、
当

該
中
継
輸
送
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
倉
庫
業
者
等
に
発
生
す
る
人
件
費
等
の
必
要
経
費
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

２

物
流
に
係
る
コ
ス
ト
及
び
取
引
条
件
の
明
確
化
等
の
商
慣
行
の
改
善

物
流
に
係
る
コ
ス
ト
及
び
取
引
条
件
の
不
明
確
性
が
物
流
に
お
け
る
公
正
な
取
引
を
阻
害
し
、
物
流
の
非
効
率

化
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、二
以
上
の
者
が
連
携
し
た
事
業
で
あ
る
貨
物
自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

コ
ス
ト
及
び
取
引
条
件
を
明
確
化
し
、
事
業
者
間
で
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
貨
物

自
動
車
相
互
間
の
中
継
輸
送
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
物
流
に
係
る
コ
ス
ト
及
び
取
引
契
約
の
書
面
化
等
の
取
引

条
件
の
明
確
化
の
徹
底
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。





公 告

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

パイプたばこ DEUS Base 300ｇ 箱 ロシア 1500円

Black Currant

Black Ji

Blackberry Wine

Blueberry Yogurt

Catmint

Champagne

Cherry Jelly

Cola

Cooler

Elderberry

Guinness

Jasmine Pear

Kiwi

Love Is

Melon

Orange Blossom

Orange Tic Tac

Passion Fruit

Peonies

Pine

Pink Skittles

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

諸 事 項

製 造 た ば こ 小 売 定 価 公 告
たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月４日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき






Pomegranate Mors

Raspberry

Red

Rose Grapefruit

Skittles

Sour Berries

Sour Pineapple

Tropic Soda

Ultima

Vanilla Berries

Violet Zephyr

Watermelon Halls

Yuzu

Base 1000ｇ 箱 4400円

Black Currant

Black Ji

Blackberry Wine

Blueberry Yogurt

Catmint

Champagne

Cherry Jelly

Cola

Cooler

Elderberry

Guinness

Jasmine Pear

Kiwi

Love Is

Melon

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






Orange Blossom

Orange Tic Tac

Passion Fruit

Peonies

Pine

Pink Skittles

Pomegranate Mors

Raspberry

Red

Rose Grapefruit

Skittles

Sour Berries

Sour Pineapple

Tropic Soda

Ultima

Vanilla Berries

Violet Zephyr

Watermelon Halls

Yuzu

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

加熱式たばこ メビウス・トロピカル・オプション・プルーム用 40ｇ 20本 日本 590円

エボ ・カカオ・ミント・クリスタ
ル・22

・プルーム用 44ｇ 22本 620円

・オータム・プレミアム・レ
ギュラー

44ｇ 20本

メビウス・オータム・プレミアム・レギュラー・プルーム用 590円

キャメル・オータム・プレミアム・レギュラー・プルーム用 570円

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月７日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき






製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 現行小売定価 変更小売定価 変更実施

年 月 日製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

葉巻たばこ ロッキーパテル IT'S A BOY 152㎜ １本 ニカラグア 1200円 2200円 8. 9.12

IT'S A GIRL

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

葉巻たばこ MAMBO ROBUSTOMADURO 124㎜ １本 ニカラグア 3300円

Flor de Oliva 550 Robusto 127㎜ １本 1210円

Maduro Robusto 1320円

Oliva Serie G 450 Robusto Round 114㎜ １本 1540円

G 438 Petit Corona 100㎜ １本 1210円

O 438 Petit Corona 1320円

VMelanio 135 Aniversario 2026 140㎜ １本 3520円

パイプたばこ ジョンエイルズベリー・ウインターエディション 1000ｇ 缶 ドイツ 6000円

コップ・リミテッド エディ
ション

AHOY

A CABANA

サビネリ・150th ANNIVERSARY

ソラーニ・ヴァージニアフレイク633

紙巻たばこ ディージェー ミックス サイ
ゴン

・アイシーブルー ＦＫ 20本
ハードパック

ベトナム 550円

・アイシーピンク

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

かぎたばこ ベロ・マンゴー・アイス・ミディアム 15個 缶 パキスタン 380円

葉巻たばこ エル・ガウチョ・スクエア ・ファンタスティコ・ブルー 150㎜ １本 インドネシア 2500円

・プレミアム・レッド

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月９日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月14日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき

たばこ事業法第33条第２項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月８日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき





製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 現行小売定価 変更小売定価 変更実施

年 月 日製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

かぎたばこ ベロ ・スピッフィー・ス
ペアミント

・ミディアム 15個 缶 パキスタン 360円 380円 8.11. 1

・インテンス

・エックスインテンス

・マイティー・ペ
パーミント

・インテンス

・エックスインテンス

・ブリージー・マンゴー・ミディアム

・ロイヤルミルクティー・ミディアム

・アイシー・ベリーズ・ミディアム

・グルービー・グ
レープ

・ミディアム

・インテンス

・エックスインテンス

・スムース・ペパーミント・ミディアム

・ブリージー・マンゴー・インテンス

・アイシー・ベリー
ズ

・インテンス

・エックスインテンス

・ピーチ・アイス・ミディアム

・ブラッシー・ベ
リー

・ミディアム

・インテンス

・エックスインテンス

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

加熱式たばこ センティア・グレープフルーツ・カプセル Ｆ45 20スティック
ハードパック 57ｇ

ルーマニア
ギリシャ

590円

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月16日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき

たばこ事業法第33条第２項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月14日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき






製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

紙巻たばこ エッセ チェンジ ダブル ベリーソーダ ＦＫ 20本
ハードパック

大韓民国 500円

トロピカル

葉巻たばこ LOTUSMADURO 52 140㎜ １本 ベトナム 5700円

Dunbarton Tobacco & Trust 10TH JUBILEE 143㎜ １本 ニカラグア 5000円

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 現行小売定価 変更小売定価 変更実施

年 月 日製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

加熱式たばこ H.O.T. レッド 10ｇ １本 アメリカ合衆国 560円 570円 8.10. 1

ブルー

メンソール

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

パイプたばこ アムステルダム 250ｇ パウチ ブラジル 950円

マラジョ 850円

製 造 た ば こ の 品 目 製 造 国
（地） 小 売 定 価

製造たばこの区分 名 称 製 品 の 区 分

葉巻たばこ OFFICIAL BOOTLEG SE‑
LECTION

Lonsdale 170㎜ １本 ホンジュラス 7300円

Torpedo 156㎜ １本 7600円

Double Corona 194㎜ １本 8600円

Lancero 192㎜ １本 8300円

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月25日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき

たばこ事業法第33条第２項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月25日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月28日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき

たばこ事業法第33条第１項の規定により製造たばこの小売定価を令和８年９月30日付で認可したので、同法第35条の規定により当該小売定価を次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 財務大臣 片山さつき






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

参加者の有無を確認する公募
手続に係る参加意思確認書の
提出を求める公示

令和８年 10 月 21 日
国土交通省航空局長 池光 崇

次のとおり、参加意思確認書の提出を招請しま
す。
１．当該招請の主旨
本件は、サイバーセキュリティ管理処理シス
テム（CRMS）の調整作業を行うものである。
下記の応募要件を満たし、本業務の実施を希
望する者の有無を確認する目的で、参加意思確
認書の提出を招請する公募を実施するものであ
る。
応募の結果、４．の応募要件を満たすと認め
られる者がいない場合にあっては、本業務を適
切かつ確実に履行できる能力を有する法人等
（以下「特定法人等」という。）との契約手続き
に移行する。

なお、４．の応募要件を満たすと認められる
者がいる場合にあっては、一般競争入札による
公告を行う予定である。
２．業務概要
 業務名 令和８年度サイバーセキュリティ
管理処理システム（CRMS）調整作業 一
式
 業務内容 公募説明書のとおり
 履行期間 契約締結日の翌日から令和９年
３月31日まで

３．業務目的
本業務は、サイバーセキュリティ管理処理シ
ステム（CRMS）において必要となる装置設
定作業や動作試験作業を行うことを目的とす
る。
４．応募要件
 基本的要件
 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第
165号）第70条及び第71条の規定に該当し
ない者であること。

 国土交通省航空局長から指名停止を受け
ている期間中でないこと。
 警察当局から、暴力団員が実質的に経営
を支配する者又はこれに準ずる者として、
国土交通省公共事業等から排除要請があ
り、当該状態が継続している者でないこと。
 上記以外の要件は、公募説明書による。
 技術的要件
 技術的な問い合わせに対応する窓口を有
し、必要な情報の提供が可能であること。

 業務実施体制に関する要件
作業工程の明示並びに品質管理及び検査を
実施できる体制が整備されており、次の～
に揚げる基準を満たす担当者を配置し、工
程管理体制を明示できること。
 全体管理責任者
受注者におけるプロジェクト全体管理責
任者は本システムと同等規模（システムの
設置・運用範囲が全国規模）のシステムに
対する設計・開発の遂行責任者としての経
験を２年以上有し、次のいずれかに該当す
ること。
・情報処理の促進に関する法律（昭和45
年５月22日法律第90号）に基づき実施
される情報処理技術者試験のうちプロ
ジェクトマネージャ試験の合格者
・プロジェクトマネジメント協会
（PMI）が認定するプロジェクトマ
ネジメントプロフェッショナル
（PMP）の資格保有者又は技術士（情
報工学部門又は総合技術監理部門（情
報工学を選択科目とする者））の資格を
有すること
・上記のいずれかの試験合格者・資格保
有者等と同等の能力を有することが、
経歴等において、明らかな者

 業務に係る管理者
業務の管理を行う管理者は、システム開
発の経験年数を５年以上有すること。また、
その中でリーダークラスとしての経験を２
年以上有し、次のいずれかに該当すること。
・システムアーキテクト試験の合格者
・データベーススペシャリスト試験の合
格者

・ネットワークスペシャリスト試験の合
格者
・上記のいずれかの試験合格者・資格保
有者等と同等の能力を有することが、
経歴等において、明らかな者

 情報セキュリティ管理者
情報セキュリティ管理を行う管理者は、
次の要件を満たすこと。
・情報セキュリティに関する企画、実施、
運用及び分析のすべての段階で、物理
的観点、人的観点及び技術的観点から、
情報セキュリティを保つための施策を
計画及び実施し、その結果に関する評
価を行った実績を有すること

５．手続等
 担当部局

〒1008918 東京都千代田区霞が関２
１３国土交通省航空局予算・管財室 契約
係 TEL 0352538111（内線47186）
 説明書の交付期間及び方法
令和８年10月21日から令和８年11月２日ま
で
 参加意思確認書の提出期限、提出先及び方
法
令和８年11月４日 17：00必着
場所：に同じ。原則として電子メールに
より提出すること。

６．その他
 手続きにおいて使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨に限る。

 関連情報を入手するための照会窓口
５．に同じ。

 令和07・08・09年度国土交通省競争参加資
格（全省庁統一資格）における「役務の提供
等」に係る一般競争（指名競争）参加資格の
認定を受けていない場合も５．により参加
意思確認書を提出することができるが、一般
競争入札に移行した後、入札参加を希望する
場合には開札時までに公告等級に適合した資
格等級の格付けがなされていなければならな
い。
 契約予定日 令和８年12月４日
 随意契約によることとした場合の「政府調
達に関する協定」の規定上の理由 第13条第
１項⒝「技術的な理由により競争が存在し
ない」
 その他詳細は、公募説明書による。
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号
)

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間

７．Summary
 Subject matter of contract : Adjustment

of the Cyber Security Management System,

1 set.
 Time‑limit to express interests : 5 : 00

P.M. November 4, 2026
 Contract point for documentation relat‑

ing to the proposal : Contract section, Budg‑

et and Property Administration Office,

Infrastructure, Transport and Tourism,

213 Kasumigaseki Chiyoda‑ku, Tokyo,
1008918 Japan. TEL 0352538111 (Ext.
47186）
 Expected date of the contract award : De‑

cember 4, 2026
 Reason for the use of the single tendering

procedure as provided for in the Agreement

on Government Procurement : Article XⅢ
1. b. ⅲ Due to an absence of competition
for technical reasons

 Name of administrator in charge of the

contract and division which he or she be‑

longs : IKEMITSU Takashi, Director‑

General of the Civil Aviation Bureau, Min‑

istry of Land, Infrastructure, Transport and

Tourism.
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官
報 会 社 そ の 他 の 公 告

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 九 月 三 十 日 株 主 総 会 の 決 議 に

よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有 す る

方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申 し

出 下 さ い 。 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算

か ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 二 十 一 日

札 幌 市 中 央 区 北 一 条 西 十 八 丁 目 二 番 地 二

一 四 〇 一 号 Ｍ Ｔ Ｓ 株 式 会 社

代 表 清 算 人 小 林 園 子

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 九 月 三 十 日 開 催 の 株 主 総 会 の

決 議 に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を

有 す る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に

お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 二 十 一 日

北 海 道 川 上 郡 標 茶 町 川 上 十 丁 目 二 三 番 地

株 式 会 社 竹 林 不 動 産 企 画

代 表 清 算 人 竹 林 義 薫

特定空家等に関する公告
空家等対策の推進に関する特別措置法（平成26
年法律第127号。以下「法」という。）第２条第２
項に規定する特定空家等であると認められる次の
建築物について、その所有者又は管理者（以下「所
有者等」という。）を確知できないため、法第22条
第10項の規定により、次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 菊池市長 江頭 実
１ 当該建築物の所在地
熊本県菊池市隈府字城谷1472番地１

２ 当該建築物の情報
家屋番号 1472番１
種 類 居宅
構 造 ブロック・木造亜鉛メッキ鋼板葺

平家建
延床面積 １階 5757㎡ ２階 5130㎡

３ 所有者等に命じる必要な措置の内容 建築物
等を除却するとともに、その敷地に残置されて
いる動産を搬出し適正に処理すること。
４ 措置の期限 令和８年10月31日
５ 菊池市長による措置 所有者等が４の期限ま
でに３の措置を行わないときは、法第22条第10
項の規定により市長又は市長が命じた者若しく
は委任した者（以下「市長等」という。）が、３
の措置を行う。
６ 動産等の取扱い 市長等が３の措置を行うと
きは、当該建築物及びその敷地に残置されてい
る動産を撤去し処分する。
動産等について権利を主張しようとする者

は、４の期限までに搬出し、又はその物を指定
して保管し、若しくは引き渡すよう通知するこ
と。
７ 問い合わせ先 菊池市役所防災交通課
電話0968-25-7203 ＦＡＸ0968-24-7222

特定空家等に関する公告
空家等対策の推進に関する特別措置法（平成26
年法律第127号）第２条第２項に規定する特定空
家等であると認められる次の建築物について、そ
の所有者等を確知することができないので、同法
第22条第10項の規定により次のとおり公告する。
令和８年 10 月 21 日 西条市長 越智 三義
１ 建築物の所在地
愛媛県西条市明屋敷755番地3

２ 建築物の情報
種 類 居宅
構 造 木造スレート瓦葺２階建
延べ面積 948平方メートル

３ 所有者等が行うべき措置の内容
当該建築物等の除却及び動産等の撤去処分

４ 措置の期限
令和８年11月18日
期限までに３の措置が行われない場合は、市長
又はその措置を命じた者若しくは委任した者
（以下「市長等」という。）が、当該措置を行う。
５ 動産等の取扱い
市長等が当該建築物の除却を行うときは、建
築物の内部及びその敷地に残置されている動産
等を撤去処分する。
動産等について権利等を主張しようとする者
は、措置の期限までに運び出し、又はその物を
指定して保管し、若しくは引き渡すよう、次の
問い合わせ先へ通知すること。
６ お問い合わせ先
西条市建設部都市計画課
電話 0897-52-1521


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幌
市
豊
平
区
美
園
六
条
二
丁
目
一
番
一
五

一

〇
三
号

合
同
会
社
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ

清
算
人

齊
藤

円

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

岩
手
県
盛
岡
市
高
松
二
丁
目
二
六
番
六
号

合
同
会
社
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

代
表
清
算
人

ル
テ
ラ

デ
イ
ビ
ッ
ト

オ

ウ
エ
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

仙
台
市
泉
区
松
森
字
沢
目
一
八
番
地
の
一

有
限
会
社
丸
敏
材
木
店

清
算
人

島
貫

智
秀

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
致
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

山
形
県
米
沢
市
大
町
一
丁
目
一
番
四
五
号

有
限
会
社
協
働
舎

代
表
清
算
人

鈴
木

博
志

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
付
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

山
形
県
寒
河
江
市
大
字
寒
河
江
字
赤
田
六
五
番
地

の
一

寒
河
江
管
財
株
式
会
社

代
表
清
算
人

矢
口

浩
二

解
散
公
告

当
認
可
地
縁
団
体
は
、
令
和
七
年
六
月
八
日
書
面
決
議

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
認
可
地
縁
団
体
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字
子
入
野
字
向
畑
八
番
地

認
可
地
縁
団
体
大
和
久
自
治
区

清
算
人

清
水

正
都

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
川
口
市
西
川
口
六
丁
目
四

六
第
二
荻
島

ビ
ル
二
階

二
三
一
号

和
洋
株
式
会
社

代
表
清
算
人

唐

海
虎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
所
沢
市
け
や
き
台
二
丁
目
一
二
番
地
の
一

合
同
会
社
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｈ

Ｈ
Ｕ
Ｉ
Ｔ

清
算
人

道
用

昌
子

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
川
越
市
松
江
町
二
丁
目
三
番
地
三

特
定
非
営
利
活
動
法
人
川
越
織
物
市
場
の
会

清
算
人

小
島

延
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

茨
城
県
筑
西
市
伊
讃
美
九
〇
四
番
地
二

有
限
会
社
エ
ム
テ
ィ
エ
ム

清
算
人

伊
東

元
記

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
川
口
市
前
上
町
一
八
番
地
二
Ｎ
Ｋ
川
口
ビ

ル
三
〇
一

株
式
会
社
Ｎ
．
Ｅ
．
Ｏ

代
表
清
算
人

及
川

望
夢

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
川
口
市
鳩
ヶ
谷
緑
町
一
丁
目
三
番
地
二

宮
下
ビ
ル
二
〇
一
号
室

株
式
会
社
伊
東
組

代
表
清
算
人

伊
東

大
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
南
荻
島
一
一
七
九
番
地
六

有
限
会
社
真
隆

清
算
人

鈴
木

隆

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
五
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
久
喜
市
栗
橋
北
一
丁
目
一
番
八
号

Ｎ
＆
Ａ
合
同
会
社

清
算
人

フ
ァ
ン
・
タ
ン
・
シ
ー

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

千
葉
県
浦
安
市
北
栄
三
丁
目
二
二
番
五

四
〇
一
号

合
同
会
社
Ｙ
’
ｓ

清
算
人

吉
田

正
行





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

千
葉
県
大
網
白
里
市
南
横
川
三
六
一
八
番
地
九

鈴
本
建
設
株
式
会
社

代
表
清
算
人

梨
本

光
江

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

千
葉
県
船
橋
市
夏
見
台
四

二
〇

四
五

合
同
会
社
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｕ

清
算
人

渡
辺

織
衣

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
致
し
ま
し
た
の
で
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

千
葉
県
松
戸
市
本
町
一
一
番
四
の
二
九
ビ
ュ
ー
ハ

イ
ツ
六
〇
六
号
室

燕
合
同
会
社

清
算
人

笹
原

啓
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
二
年
八
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

千
葉
県
市
原
市
青
柳
六
七
五
番
地

株
式
会
社
Ａ
Ｙ
サ
ー
ビ
ス

代
表
清
算
人

佐
久
間
直
宏

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

千
葉
県
船
橋
市
旭
町
五
丁
目
一
番
一
八
号

株
式
会
社
Ｄ
＆
Ｉ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
清
算
人

田
部

邦
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
一
四
番
六
号

株
式
会
社
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
出
版

代
表
清
算
人

友
井

一
茂

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
三
番
二
号
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

タ
ワ
ー
一
二
〇
二

株
式
会
社
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ

Ｃ
ｌ
ｉ
ｎ
ｉ
ｃ
す
す
き
の

代
表
清
算
人

渡
辺

一
誠

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
墨
田
区
両
国
二
丁
目
一
七
番
一
七
号
両
国

ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
二
〇
二

Ｙ

悦
道
株
式
会
社

代
表
清
算
人

陳

亜

南

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
文
京
区
本
郷
三
丁
目
一
二
番
六
号

一
般
社
団
法
人
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ

代
表
清
算
人

吉
田

利
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
〇
番
八
号
渋
谷

道
玄
坂
東
急
ビ
ル
二
Ｆ

Ｃ

合
同
会
社
シ
バ

清
算
人

阪
森
真
梨
子

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
場
合
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
丁
目
二
一
番
一
号

合
同
会
社
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
６
９

清
算
人

武
壽

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
世
田
谷
区
梅
ヶ
丘
二
丁
目
二
三
番
一
九
号

コ
ー
ポ
ミ
サ
キ
二
〇
七

株
式
会
社
L
iv
E
sta
te

代
表
清
算
人

渡
邊

涼
介

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
三
丁
目
一
七
番
二
二

三
一
六
号合

同
会
社
M
iy
a
b
i
C
a
p
ita
l
P
a
rtn
ers

清
算
人

加
藤

雅

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
練
馬
区
立
野
町
三
一
番
二
八

二
〇
四
号

株
式
会
社
サ
メ
ケ
ン

代
表
清
算
人

石
井

寿
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
大
田
区
田
園
調
布
一
丁
目
五
番
八
号

株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社

代
表
清
算
人

桑
畑

祐
生

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
中
野
区
中
野
五
丁
目
六
〇
番
八
号
フ
ジ
ヤ

ビ
ル
三
階

株
式
会
社
高
島
屋
ユ
ー
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

代
表
清
算
人

村
形

紀
子

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
中
野
区
中
央
四
丁
目
三
一
番
一
四
号
コ
ー

ポ
ふ
じ

株
式
会
社
佐
藤
企
画

代
表
清
算
人

佐
藤

馨
一





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
墨
田
区
横
川
三
丁
目
六
番
七
号
三

Ｂ
室

ネ
オ
ノ
ヴ
ァ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

虞

炯

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
台
東
区
浅
草
三
丁
目
九
番
二
号

株
式
会
社
Ｃ
Ｓ
Ｃ

代
表
清
算
人

川
本

健
太

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
一
四
番
八
銀
座
石
井

ビ
ル

株
式
会
社
ふ
か
ま
る

代
表
清
算
人

佐
藤
沙
織
里

解
散
公
告

当
社
は
解
散
致
し
ま
し
た
。
債
権
を
有
す
る
方
は
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
申
し
出
下
さ
い
。
期

間
内
に
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
南
青
山
三
丁
目
一
番
三
六
号
青
山
丸

竹
ビ
ル
六
Ｆ

合
同
会
社
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｅ

清
算
人

上
原

英
広

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
品
川
区
北
品
川
二
丁
目
二
七
番
八
号

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

代
表
清
算
人

金
山

高
士

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
三
崎
町
二
丁
目
一
〇
番
一

一
号
五
Ａ

五

Ｊ
Ｊ
Ｌ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

趙

沛

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
六
番
一
一
号
土
志
田

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
Ｆ

Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｉ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
一
般
社
団
法
人

代
表
清
算
人

中
村

武

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
六
番
一
一
号
土
志
田

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
Ｆ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
一
般
社
団
法
人

代
表
清
算
人

中
村

武

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
五
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
南
青
山
五
丁
目
一
〇
番
五
号
青
山
ハ

イ
ツ
七
〇
五

合
同
会
社
タ
ケ
ム
ラ
プ
ラ
ン

清
算
人

竹
村

洋
子

解
散
公
告

当
監
査
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
当
監
査
法
人
に
対
し
て
債
権
を
お
持

ち
の
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
日
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
右
記
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
清

算
か
ら
除
斥
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
一
丁
目
七
番
一
〇

号
人
形
町
ツ
カ
コ
シ
ビ
ル
二
階

誠
国
際
監
査
法
人

清
算
人

小
川

浩

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
港
南
四
丁
目
六
番
四

三
二
〇
八
号

有
限
会
社
ジ
ー
ク
ロ
ス

清
算
人

田
中

孝
典

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
二
丁
目
五
番
四
号

長
谷
川
建
装
株
式
会
社

代
表
清
算
人

長
谷
川

茂

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
丁
目
三
六
番
二
号
新
宿
第

七
葉
山
ビ
ル
三
Ｆ合

同
会
社
Ｔ
ｏ
ｒ
ａ

Ｄ
ｏ
ｒ
ａ

清
算
人

土
屋

裕
太

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
五
番
一
〇
道
玄

坂
１
ハ
イ
ツ
四
〇
二
号
株
式
会
社
９
課
内

一
般
社
団
法
人
Ｗ
ａ
ｆ
ｆ
ｌ
ｅ

代
表
清
算
人

田
中
沙
弥
果

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
し
た
の
で
、
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
江
戸
川
区
北
葛
西
二
丁
目
三
番
一
八
号

イ
タ
キ
ナ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

秋
永

将

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
三
田
一
丁
目
一
〇
番
一
五
号

株
式
会
社
新
進
維
信

代
表
清
算
人

西
村

優

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
四
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
二

一
九

二
三

Ｄ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
秋
葉
原
ビ
ル
二
Ｆ

易
歓
美
株
式
会
社

代
表
清
算
人

孫

驕

鴻





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
一
五
番
四
号

株
式
会
社
よ
ん

代
表
清
算
人

新
井
し
お
り

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
台
東
区
台
東
一
丁
目
二
番
九
号
大
黒
ビ
ル

三
〇
一

有
限
会
社
オ
ニ
オ
ン
企
画

代
表
清
算
人

山
口

隆

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
新
宿
区
須
賀
町
四
番
地

丸
正
チ
ェ
ー
ン
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

飯

正
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

相
模
原
市
中
央
区
相
模
原
六

四

二
〇
長
谷
川

ビ
ル
二
〇
一

Ｈ
Ｇ
合
同
会
社

清
算
人

グ
エ
ン
・
テ
イ
・
ト
ウ
・
ハ
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
二
丁
目
三
番

三
号

有
限
会
社
川
美
せ
ん
べ
い

清
算
人

石
川

清
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
根
岸
町
三
丁
目
三
番
一
六
号

株
式
会
社
マ
リ
ン

代
表
清
算
人

谷
本

聖
志

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

横
浜
市
都
筑
区
荏
田
東
四
丁
目
一
八
番
四
二
号

株
式
会
社
ス
タ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

代
表
清
算
人

内
海

洋
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

横
浜
市
神
奈
川
区
片
倉
二
丁
目
五
七
番
七
号
ロ

ゼ
ー
ル
片
倉
一
〇
一
号

合
同
会
社
Ｆ
ｉ
ｃ
ｕ
ｓ

清
算
人

山
中

陣
以

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
藤
田
一
九
六
番
地
九

有
限
会
社
ジ
ャ
ッ
セ
ル

清
算
人

村
松

廣
義

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

岐
阜
県
土
岐
市
泉
森
下
町
一
丁
目
一
〇
番
地

有
限
会
社
志
田
建
築

清
算
人

志
田

清
隆

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

岐
阜
県
可
児
市
今
渡
四
五
六
番
地
一

Ｐ
．
Ｏ
．
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

伊
藤
さ
つ
き

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

静
岡
県
磐
田
市
見
付
四
九
〇
番
地

株
式
会
社
伊
藤
商
会

代
表
清
算
人

伊
藤

一
雄

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

静
岡
県
掛
川
市
杉
谷
一
丁
目
八
番
二
四
号
サ
ン
ハ

イ
ム
和
田
二

Ａ

一
般
社
団
法
人
全
日
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
協
会

代
表
清
算
人

松
下

雅
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

静
岡
県
島
田
市
中
河
二
〇
四
番
地
の
六

有
限
会
社
植
村
熔
接
工
業
所

清
算
人

植
村

照
夫

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

静
岡
県
三
島
市
長
伏
一
四
七
番
地
の
一
六

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ゆ
り
か
ご
つ
く
り

清
算
人

山
田

章
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

愛
知
県
犬
山
市
富
岡
新
町
五
丁
目
四
八
番
地

有
限
会
社
ミ
ッ
ト

清
算
人

髙
橋

清
志

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
宝
地
町
二
〇
五
番
地

有
限
会
社
プ
ロ
ト

清
算
人

神
野

正
行





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

京
都
市
右
京
区
梅
津
堤
下
町
六
二
番
地

株
式
会
社
ス
テ
ッ
プ

代
表
清
算
人

太
中
理
恵
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

京
都
府
綾
部
市
幸
通
り
一
一
番
地

ア
ヤ
ベ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

佐
々
木
崇
人

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三

十
日
付
で
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
栄
二
丁
目
一
番
地
二
一
〇

株
式
会
社
イ
ー
ツ
ー
ラ
ボ

代
表
清
算
人

高
島

賢
二

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
十
月
一

日
付
で
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
栄
二
丁
目
一
番
地
二
一
〇

株
式
会
社
イ
ー
・
ス
ク
エ
ア

代
表
清
算
人

高
島

賢
二

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

京
都
市
左
京
区
二
条
通
川
端
東
入
三
筋
目
大
文
字

町
一
五
八

二
〇
五

静
子
株
式
会
社

代
表
清
算
人

大
山

雅
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
府
大
東
市
川
中
新
町
一
五
番
五
〇
六
号

有
限
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ン
ド
エ
ヌ
シ
ス
テ
ム
ズ

清
算
人

平
林

憲
夫

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
府
枚
方
市
養
父
丘
二
丁
目
七
番
一
三
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ

Ｗ
ａ
ｎ

清
算
人

原

弥
千
代

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
都
島
区
中
野
町
四
丁
目
三
番
六
号
Ｈ
２
Ｈ

大
阪
桜
之
宮
邸
三
Ａ

二

言
貝
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
根

武
広

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
中
央
区
松
屋
町
九
番
二
〇
号
ロ
ー
レ
ル
ス

テ
ー
ト
松
屋
町
五
〇
七
Ｂ

峻
松
株
式
会
社

代
表
清
算
人

劉

克
軍

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
城
東
区
関
目
五
丁
目
一
九
番
九
号
関
目
花

博
公
館
一
〇
七
Ａ

青
山
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
根

武
広

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
東
住
吉
区
中
野
四
丁
目
一
番
一
六
号
リ
ベ

ラ
ル
オ
リ
エ
ン
テ
中
野
四
〇
一
Ｂ

羽
風
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
根

武
広

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
西
成
区
橘
一
丁
目
一
一
番
二
八
号
オ
フ
ィ

ス
ポ
ー
ト
橘
五
〇
二
号
室

至
善
株
式
会
社

代
表
清
算
人

李

世
平

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
西
区
九
条
一
丁
目
一
二
番
二
一
号

株
式
会
社
二
豊
ビ
ル

代
表
清
算
人

岩
城

本
臣

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目
五
番
一
八
号
南
森
町

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
三
階
三
〇
三
号
室花

言
葉
株
式
会
社

代
表
清
算
人

胡

啓

貴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
北
区
西
天
満
三
丁
目
五
番
一
二
号

荻
野
酒
造
株
式
会
社

代
表
清
算
人

松
井

隆
行

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
西
成
区
津
守
三
丁
目
二

四
四

Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

大
成

千
惠

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
中
央
区
鎗
屋
町
二
丁
目
二

一
〇

三
洋

谷
町
ビ
ル
二
〇
一
号
室

Ａ
Ｐ
Ａ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

張

勝
博

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
三
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

兵
庫
県
加
古
郡
稲
美
町
国
安
二
丁
目
七
二
番
地

有
限
会
社
設
計
事
務
所
ア
ド
バ
ン

清
算
人

市
末

徹





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

兵
庫
県
豊
岡
市
元
町
一
〇
番
二
号

株
式
会
社
遠
藤
商
店

代
表
清
算
人

遠
藤
玄
一
郎

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
六
年
十
二
月
十
一
日
一
般
社
団
法
人

及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
一
四
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

神
戸
市
須
磨
区
平
田
町
一
丁
目
一
番
一
六
号

一
般
社
団
法
人
わ
く
わ
く
パ
ス
ポ
ー
ト

代
表
清
算
人

八
ケ
代
信
行

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

兵
庫
県
明
石
市
大
久
保
町
大
窪
一
九
二
二
番
地
の
二

株
式
会
社
ハ
ー
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

代
表
清
算
人

水
田

考
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
六
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

兵
庫
県
尼
崎
市
御
園
町
三
五

二
Ｆ

近
畿
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

森
山

大
希

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

鳥
取
県
鳥
取
市
青
谷
町
青
谷
二
一
三
番
地
の
一

青
谷
紙
器
有
限
会
社

清
算
人

髙
橋

克
己

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

岡
山
県
倉
敷
市
東
塚
二
丁
目
一
四
番
七
号

有
限
会
社
双
美
宣
伝

清
算
人

村
上

金
二

解
散
公
告

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月

三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

広
島
市
中
区
幟
町
三

一
第
三
山
県
ビ
ル
六
階
六

〇
一
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
中
国
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
研
究
会

清
算
人

畑
中

一
泰

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三

十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

山
口
県
柳
井
市
姫
田
一
四
番
五
四
号

株
式
会
社
ク
ラ
ブ
リ
ン
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
清
算
人

福
田

敏
勝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

香
川
県
高
松
市
十
川
西
町
六
八
六
番
四

Ｅ
Ｒ
設
計
有
限
会
社

代
表
清
算
人

東
川

栄
二

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

愛
媛
県
松
山
市
北
斎
院
町
四
七
七
番
地
一

三
森
建
設
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
﨑

誠
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
岡
市
南
区
柏
原
六
丁
目
六
二
番
一
三

一

有
限
会
社
加
茂
川

清
算
人

松
本

千
秋

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
岡
県
飯
塚
市
鯰
田
二
五
六
七
番
地
一
三
五

セ
オ
ラ
イ
ド
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
清
算
人

田
原

良
則

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
岡
市
早
良
区
百
道
一
丁
目
一
八
番
二
五
号

株
式
会
社
シ
ー
フ
ェ
ス

代
表
清
算
人

野
上

和
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
木
町
二
丁
目
一
六
番

一
二
号

有
限
会
社
小
池
塗
装

清
算
人

小
池

麻
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
岡
市
早
良
区
高
取
二
丁
目
二
番
一
四
号

合
同
会
社
ア
キ
エ
ー
ス

代
表
清
算
人

島

真
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

長
崎
県
五
島
市
坂
の
上
一
丁
目
二
番
一
〇
号

株
式
会
社
柏
測
量
設
計

代
表
清
算
人

柏

和
政

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
竹
田
市
大
字
竹
田
一
八
九
九
番
地
七

有
限
会
社
唐
橋
商
店

清
算
人

唐
橋
千
賀
子


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解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
大
分
市
青
崎
二
丁
目
一
番
三
七
号

有
限
会
社
釣
具
の
山
下

清
算
人

山
下

和
男

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

鹿
児
島
県

摩
郡
さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
一
〇
六

四
番
地

有
限
会
社
林
田
紙
商
店

清
算
人

林
田

恭
一

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
並
び
に
長
野
県
知
事
の

認
可
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と

き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

長
野
県
安
曇
野
市
堀
金
烏
川
二
五
八
一
番
地

医
療
法
人
米
倉
医
院

清
算
人

米
倉

博
之

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
組
合
は
、
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
府
守
口
市
八
雲
東
町
一
丁
目
一
〇
番
一
二
号

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
＆
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
組
合

清
算
人

中
村

勇

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
並
び
に
埼
玉
県
知
事
の

認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年
十
月
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
朝
霞
市
西
弁
財
二
丁
目
六
番
三
四
号
ヴ
ィ

ラ
ク
レ
ー
ル
Ⅱ
一
階

医
療
法
人
高
志
会

清
算
人

廣
瀬

久
忠

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十

月
二
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
府
中
市
白
糸
台
四
丁
目
三
九
番
二
号

学
校
法
人
府
中
佼
成
学
園

清
算
人

橋
本

正
晴

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
開
催
の
責
任
役

員
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二

十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

三
重
県
熊
野
市
井
戸
町
字
松
原
五
六
八
番
地
一

宗
教
法
人
徐
福

清
算
人

山
田

英
男

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
並
び
に
長
崎
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八

年
九
月
二
十
四
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年

十
月
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

長
崎
県
佐
世
保
市
権
常
寺
町
一
一
〇
一
番
地
三
三

医
療
法
人
鶴
清
会
シ
ミ
ズ
小
児
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

清
算
人

清
水

保

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
に
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一

回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
本
荘
六
丁
目
一
二
番
一
四
号

医
療
法
人
阿
部
内
科
医
院

清
算
人

鈴
木

保
子

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
社
員
総
会
の
決
議
に

よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
七
日
）
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

北
海
道
北
見
市
本
町
四
丁
目
二
番
九
号

医
療
法
人
社
団
小
西
歯
科
医
院

清
算
人

小
西

慶
明

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
十
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
並
び
に
福
島
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
令
和
八
年
九
月

十
六
日
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十
九
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
島
県
福
島
市
御
山
町
七
番
一
九
号

医
療
法
人
大
桶
歯
科
医
院

清
算
人

大
桶

志
延

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
八
日
を
も
っ
て
診
療
所

を
廃
止
し
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十
五

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

横
浜
市
戸
塚
区
吉
田
町
三
〇
〇
〇
番
地
七
木
村
屋

ビ
ル
一
階

医
療
法
人
社
団
彩
清
会
中
島
歯
科
医
院

清
算
人

中
島

彩
登

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
十
月
九
日
神
奈
川
県
知
事
の
認

可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
者

は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十
九
日
）
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内

に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
田
端
一
一
八
〇
番
地

寒
川
町
田
端
西
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合

代
表
清
算
人

大
谷

光
昭

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
、
社
員
の
欠
亡
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
八
年
十
月
十
九
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
井
県
敦
賀
市
平
和
町
七
番
三
号

医
療
法
人
松
田
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク

清
算
人

松
田

公
代

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十

月
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

兵
庫
県
西
宮
市
与
古
道
町
一
番
三
七
号

医
療
法
人
ほ
ま
れ
（
譽
）
会
（
財
団
）

清
算
人

櫻
井

眞
美

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
一
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
並
び
に
広
島
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年
九

月
十
七
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十

九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

広
島
県
安
芸
郡
海
田
町
南
大
正
町
三
番
二
五
号

医
療
法
人
社
団
真
琴
会

清
算
人

兼
重

鉄
也

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
を
も
っ
て
解
散

し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第

一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
五
番
五

一
〇
五

医
療
法
人
北
原
会

清
算
人

原
田

能
之





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
八
年
十
月
十
六
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

宮
崎
県
延
岡
市
本
町
二
丁
目
三
番
地
五

医
療
法
人
社
団
戸
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

清
算
人

戸
島

信
夫

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十

月
七
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
向
江
五
〇
六
番
地

医
療
法
人
黎
明
会

清
算
人

黒
木
富
士
子

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
社
員
の
欠
亡
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当

法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令

和
八
年
十
月
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

沖
縄
県
中
頭
郡
北
中
城
村
字
瑞
慶
覧
六
四
六
番
地

医
療
法
人
眞
心
会

清
算
人

名
城

眞
治

清
算
人

名
城
喜
與
子

清
算
人

原

俊
雄

第
十
五
期
決
算
公
告

令
和
八
年
六
月
三
十
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
千
円
）

資
産
の
部

流
動
資
産

二
、
四
七
〇

固
定
資
産

八
〇
、
九
八
一

合
計

八
三
、
四
五
一

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

二
〇
六

固
定
負
債

七
〇
、
〇
〇
〇

株
主
資
本

一
三
、
二
四
五

資
本
金

一
〇
、
〇
〇
〇

利
益
剰
余
金

三
、
二
四
五

そ
の
他
利
益
剰
余
金

三
、
二
四
五

（
当
期
純
利
益
）

（
四
〇
三
）

合
計

八
三
、
四
五
一

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

愛
知
県
半
田
市
東
本
町
二
丁
目
三
〇
番
地

株
式
会
社
国
盛
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
二
十
二
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
千
円
）

資
産
の
部

資
産
の
部
計

六
、
四
五
五

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

負
債
の
部
計

二
、
五
四
五

正
味
財
産
の
部
計

三
、
九
〇
九

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

六
、
四
五
五

令
和
八
年
六
月
三
十
日

兵
庫
県
姫
路
市
井
ノ
口
三
三
二
番
地
の
五

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

理
事

筒
井

弘

第
一
四
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

資
産
の
部

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部
計

一
七
、
六
六
九
、
一
八
五

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

（
単
位
・
円
）

負
債
の
部
計

六
、
一
五
八
、
三
三
〇

正
味
財
産
の
部
計

一
一
、
五
一
〇
、
八
五
五

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

一
七
、
六
六
九
、
一
八
五

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

佐
賀
県
佐
賀
市
兵
庫
南
一
丁
目
一
〇
番
四
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人

若
杉
会

理
事

荒
木

剛





第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
宮城県白石市大鷹沢大町字大門畑95番地13
エレフォーミングテクノロジー株式会社

代表取締役 髙島 圭介
貸借対照表の要旨

(令和８年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 3,409
固 定 資 産 171
合 計 3,580

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 678
固 定 負 債 972
株 主 資 本 1,930
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 1,069
その他利益剰余金 1,069
(うち当期純損失) (1,839)
合 計 3,580

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第１期決算公告 令和８年10月21日
東京都江戸川区西葛西五丁目２番３号

メインマーク・ホールディングス株式会社
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 25,919
固 定 資 産 5,851,645
繰 延 資 産 7,727
資 産 合 計 5,885,291

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 610,732
固 定 負 債 3,225,250
株 主 資 本 2,049,308
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 2,300,000
資 本 準 備 金 1,199,950
その他資本剰余金 1,100,050
利 益 剰 余 金 350,691
その他利益剰余金 350,691
(うち当期純損失) (350,691)

負債・純資産合計 5,885,291

第 38 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都練馬区栄町17番14号
株式会社水入エンタープライズ

代表取締役 篠 明江
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 76,728
固 定 資 産 147,893
合 計 224,621

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 114,973
固 定 負 債 46,609
株 主 資 本 63,039
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 58,039
その他利益剰余金 58,039
(うち当期純利益) (14,967)
合 計 224,621

第 20 期決算公告 令和８年９月30日
東京都足立区花畑六丁目12番４503号

株式会社夢の本棚社
代表取締役 吉野 克彦

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 4,465
固 定 資 産 54
資 産 合 計 4,519

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,324
負 債 合 計 5,324
株 主 資 本 804
資 本 金 1,250
利 益 剰 余 金 2,054
その他利益剰余金 2,054
(うち当期純損失) (405)
純資産合計 804
負債・純資産合計 4,519

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






決算公告 令和８年10月21日
東京都港区芝公園一丁目３８

苔香園ビル５階
Ｊ２Ｂ株式会社

代表取締役 金 廷均
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 659,660
固 定 資 産 82,186
資 産 合 計 741,847

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 447,267
固 定 負 債 170,754
株 主 資 本 123,825
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 70,617
資 本 準 備 金 70,617
利 益 剰 余 金 23,208
その他利益剰余金 23,208
(うち当期純利益) (670)

負債・純資産合計 741,847

第 11 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
東京都世田谷区桜丘三丁目37番12号

株 式 会 社 い づ な
代表取締役 新井 英資

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 41,433
固 定 資 産 1,463
資 産 合 計 42,896

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,183
負 債 合 計 10,183
株 主 資 本 32,713
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 29,713
その他利益剰余金 29,713
(うち当期純利益) (3,860)
純資産合計 32,713
負債・純資産合計 42,896

第 19 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都港区虎ノ門一丁目10番５号
ＫＤＸ虎ノ門一丁目ビル

ジェットスターホリデーズ株式会社
代表取締役 横田 敏章

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 444,392
資 産 合 計 444,392

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 236,797
株 主 資 本 207,595
資 本 金 45,600
利 益 剰 余 金 161,995
その他利益剰余金 161,995
(うち当期純利益) (5,243)

負債・純資産合計 444,392

第 57 期決算公告 令和８年10月21日
東京都千代田区神田駿河台二丁目８番

株式会社野田学園
代表取締役 伊藤 誠

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 701
固 定 資 産 49
資 産 合 計 751

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 220
(賞与引当金) (2)
固 定 負 債 18
(退職給付引当金) (11)
株 主 資 本 513
資 本 金 40
利 益 剰 余 金 473
利 益 準 備 金 20
その他利益剰余金 453
(うち当期純利益) (104)

負債・純資産合計 751

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

石川県金沢市広岡２丁目12番６号
株式会社金沢サムライズ
代表取締役 西出 光

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 75,079
固 定 資 産 332,606
資 産 合 計 407,685

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11,877
固 定 負 債 16,127
株 主 資 本 379,681
資 本 金 204,750
資 本 剰 余 金 174,750
資 本 準 備 金 174,750
利 益 剰 余 金 181
その他利益剰余金 181
(うち当期純利益) (181)

負債・純資産合計 407,685

第 50 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

名古屋市中区栄三丁目13番６号
株式会社愛知友の会
代表取締役 牧野 秀紀

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 8,241
固 定 資 産 1,840,330
合 計 1,848,571

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,233
固 定 負 債 1,797,736
株 主 資 本 45,601
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 20,000
利 益 剰 余 金 5,601
その他利益剰余金 5,601
(うち当期純利益) (1,415)
合 計 1,848,571

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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第 58 期決算公告 令和８年10月21日
愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字久保田41

株式会社田中組
代表取締役 田中 伸昭

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 467,453
固 定 資 産 256,452
合 計 723,906

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 186,021
固 定 負 債 6,158
株 主 資 本 531,726
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 514,576
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 509,576
(うち当期純利益) (42,714)
自 己 株 式 2,850
合 計 723,906

第 23 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

京都市中京区壬生西桧町17番地２
Ｍｅｄｉｃｏｔｅｃ株式会社

代表取締役 宿野 秀晴
貸借対照表の要旨

(令和８年８月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 103,721
固 定 資 産 4,042
合 計 107,763

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 12,805
固 定 負 債 57,572
株 主 資 本 37,386
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 34,386
その他利益剰余金 34,386
(うち当期純利益) (2,377)
合 計 107,763

第 ７ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

京都市中京区壬生西桧町17番地２
株式会社ＯｐＥＬ．
代表取締役 宿野 秀晴

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 2,415
固 定 資 産 80
合 計 2,495

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,841
株 主 資 本 2,346
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 3,346
その他利益剰余金 3,346
(うち当期純損失) (3,387)
合 計 2,495

第 49 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

大阪府八尾市八尾木三丁目７番地
富士ハイツ株式会社
代表取締役 平尾 貴英

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 20,981
固 定 資 産 22,994
合 計 43,976

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 823
固 定 負 債 7,891
株 主 資 本 35,261
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 25,261
利 益 準 備 金 700
その他利益剰余金 24,561
(うち当期純損失) (489)
合 計 43,976

第 64 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
広島市安佐南区川内六丁目26番４号

大邦テクノプラント株式会社
代表取締役 桑原 浩

貸借対照表の要旨
(令和８年７月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 728,536
固 定 資 産 172,678
合 計 901,214

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 519,734
固 定 負 債 115,492
株 主 資 本 265,987
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 235,987
利 益 準 備 金 2,380
その他利益剰余金 233,607
(うち当期純利益) (8,713)
合 計 901,214

第 10 期決算公告 令和８年９月29日
福岡県福岡市西区石丸四丁目５番53号

メーカーズグループ株式会社
代表取締役 白井 剛

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 112,129
固 定 資 産 118,416
合 計 230,544

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 170,691
固 定 負 債 23,401
株 主 資 本 36,452
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 41,060
資 本 準 備 金 41,060
利 益 剰 余 金 24,608
その他利益剰余金 24,608
(うち当期純利益) (15,345)
合 計 230,544

第 35 期決算公告 令和８年９月29日
福岡県福岡市西区石丸四丁目５番53号

株 式 会 社 メ ー カ ー ズ
代表取締役社長 白井 剛

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,550,884
固 定 資 産 1,497,624
合 計 4,048,508

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,867,698
固 定 負 債 1,062,306
株 主 資 本 121,958
資 本 金 41,060
資 本 剰 余 金 17,560
利 益 剰 余 金 63,338
その他利益剰余金 63,338
(うち当期純利益) (73,055)

評価・換算差額等 3,454
合 計 4,048,508

第 10 期 決 算 公 告
令和８年９月 29 日
福岡県福岡市西区石丸四丁目５番53号
株式会社リーディットシステム

代表取締役 南 敬之
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 41,474
固 定 資 産 21,819
合 計 63,293

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 38,816
固 定 負 債 260
株 主 資 本 24,218
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 5,782
その他利益剰余金 5,782
(うち当期純利益) (14,248)
合 計 63,293

第５期決算公告 令和８年10月21日
福岡市中央区天神四丁目１番37号

株式会社アイキューブドベンチャーズ
代表取締役 山形 修功

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 52,455
固 定 資 産 4,166
合 計 56,622

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 18,073
株 主 資 本 38,220
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 10,000
資 本 準 備 金 10,000
利 益 剰 余 金 18,220
その他利益剰余金 18,220
(うち当期純利益) (3,531)

評価・換算差額等 328
合 計 56,622

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
札幌市中央区南十六条西十丁目２番20号

株式会社中央不動産
代表取締役 相川 政二

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資

産

の

部

流 動 資 産 22
固 定 資 産 0
繰 延 資 産 3
資 産 合 計 25

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 76
固 定 負 債 13
株 主 資 本 63
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 73
その他利益剰余金 73
(うち当期純損失) (23)

負債・純資産合計 25

第 12 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
札幌市東区東苗穂五条二丁目６番10号

ＭＩＤ不動産株式会社
代表取締役 相川 政二

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資

産

の

部

流 動 資 産 474
固 定 資 産 1,554
繰 延 資 産 1
資 産 合 計 2,030

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 367
固 定 負 債 1,565
株 主 資 本 98
資 本 金 9
利 益 剰 余 金 88
その他利益剰余金 88
(うち当期純利益) (4)

負債・純資産合計 2,030

第 20 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

栃木県足利市山川町691番地１
ファーレン栃木南株式会社

代表取締役 相川 拓海
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,185
固 定 資 産 366
資 産 合 計 1,552

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 798
賞 与 引 当 金 5
固 定 負 債 486
株 主 資 本 268
資 本 金 50
利 益 剰 余 金 218
その他利益剰余金 218
(うち当期純利益) (2)

負債・純資産合計 1,552

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 25 期決算公告 令和８年10月21日
埼玉県蓮田市西新宿五丁目147番地

株式会社ＭＩＤ
代表取締役 相川 政二

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 7,931
固 定 資 産 3,539
資 産 合 計 11,470

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,759
賞 与 引 当 金 53
固 定 負 債 2,849
株 主 資 本 861
資 本 金 30
利 益 剰 余 金 831
利 益 準 備 金 7
その他利益剰余金 824
(うち当期純利益) (29)

負債・純資産合計 11,470

第 13 期決算公告 令和８年10月21日
東京都港区芝浦三丁目１番１号ｍｓｂＴａ
ｍａｃｈｉ田町ステーションタワーＮ31Ｆ

株式会社八興システムズ
代表取締役社長 熊澤 隆之

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 140,113
固 定 資 産 19,319
資 産 合 計 159,432

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 71,750
固 定 負 債 4,970
株 主 資 本 82,712
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 72,712
その他利益剰余金 72,712
(うち当期純利益) (930)

負債・純資産合計 159,432

第 24 期決算公告 令和８年10月21日
東京都港区芝浦三丁目１番１号

株式会社エグゼクション
代表取締役社長 山本 進

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 705,314
固 定 資 産 14,818
資 産 合 計 720,133

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 196,543
賞 与 引 当 金 1,498
株 主 資 本 523,590
資 本 金 80,000
資 本 剰 余 金 80,000
その他資本剰余金 80,000
利 益 剰 余 金 363,590
利 益 準 備 金 1,900
その他利益剰余金 361,690
(うち当期純利益) (80,475)

負債・純資産合計 720,133

第 24 期 決 算 公 告
令和８年９月 25 日

東京都港区虎ノ門一丁目23番１号
エイアイエムコンサルティング株式会社

代表取締役 奥川 透
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 286,529
固 定 資 産 43,427
合 計 329,957

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 36,417
固 定 負 債 10,450
株 主 資 本 283,090
資 本 金 25,308
利 益 剰 余 金 257,781
その他利益剰余金 257,781
(うち当期純利益) (10,415)
合 計 329,957

第 86 期決算公告 令和８年10月21日
東京都八王子市台町二丁目15番20号

東京セメント工業株式会社
代表取締役 松﨑 秀雄

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 1,334,630
固 定 資 産 1,631,827
繰 延 資 産 660
資 産 合 計 2,967,118

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,771,319
固 定 負 債 539,546
退職給付引当金 30,553
株 主 資 本 656,252
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 22,964
利 益 剰 余 金 533,287
その他利益剰余金 533,287
(うち当期純損失) (3,246)

負債・純資産合計 2,967,118

第１期決算公告 2026年10月21日
東京都千代田区有楽町一丁目１番２号
ＥＹラーニング・マスターズ株式会社

代表取締役 鵜澤慎一郎
貸借対照表の要旨(2026年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 177,318
固 定 資 産 165,440
資 産 合 計 342,758

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 161,595
賞 与 引 当 金 3,602
原状回復費引当金 9,420
固 定 負 債 287,387
退職給付引当金 54,322
株 主 資 本 106,224
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 116,224
その他利益剰余金 116,224
(うち当期純損失) (116,224)

負債・純資産合計 342,758

第 12 期決算公告 令和８年10月21日
東京都千代田区丸の内二丁目３番２号
ＩＦＭインベスターズ・ジャパン・
ピーティーワイ・リミテッド

在日代表 取締役 正田 雄二
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 308,580
固 定 資 産 63,825
資 産 合 計 372,405

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 143,931
固 定 負 債 28,125
株 主 資 本 200,349
資 本 金 20,369
利 益 剰 余 金 179,980
その他利益剰余金 179,980
(うち当期純利益) (45,427)

負債・純資産合計 372,405

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
東京都世田谷区深沢一丁目37番６号

株式会社ＩＲＣ２
代表取締役 田中 修治

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(百万円)

資

産

の

部

流 動 資 産 31
固 定 資 産 2,779
繰 延 資 産 0
合 計 2,811

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 31
固 定 負 債 2,897
株 主 資 本 118
資 本 金 1
利 益 剰 余 金 119
その他利益剰余金 119
(うち当期純損失) (72)
合 計 2,811

第 10 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都中央区銀座七丁目３番５号
株式会社ＭＩＤネットワーク

代表取締役 相川 政二
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 589
固 定 資 産 22
資 産 合 計 611

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 801
株 主 資 本 190
資 本 金 30
資 本 剰 余 金 189
その他資本剰余金 189
利 益 剰 余 金 410
その他利益剰余金 410
(うち当期純損失) (75)

負債・純資産合計 611

第 15 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
東京都港区虎ノ門一丁目10番５号ＫＤＸ虎ノ門一丁目ビル
ジェットスター・インターナショナル・グループ・

ジャパン株式会社
代表取締役 横田 敏章

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 24,409 流 動 負 債 11,484,766

関連会社への将来負
担に関する引当金 2,668,419
株 主 資 本 11,460,357
資 本 金 1,000
資 本 剰 余 金 9,784,925
その他資本剰余金 9,784,925
利 益 剰 余 金 21,246,282
その他利益剰余金 21,246,282
(うち当期純損失) (2,399,726)

資 産 合 計 24,409 負債・純資産合計 24,409

第 37 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都港区虎ノ門三丁目５番１号
株式会社キューエイチ・インターナショナル

代表取締役 ダニエル・バネンス
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 401,554 流 動 負 債 64,059
固 定 資 産 23,296 固 定 負 債 23,390

退職給与引当金 20,853
有給休暇引当金 2,536
株 主 資 本 337,401
資 本 金 70,000
利 益 剰 余 金 267,401
利 益 準 備 金 17,500
その他利益剰余金 249,901
(うち当期純利益) (15,061)

資 産 合 計 424,850 負債・純資産合計 424,850

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 60 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

長崎市深堀町一丁目161番地38
第一ガス株式会社

代表取締役 福田 裕孝
貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 89,554 流 動 負 債 26,725
固 定 資 産 140,622 賞 与 引 当 金 1,858

固 定 負 債 43,229
退職給付引当金 2,064
役員退職引当金 17,115
株 主 資 本 160,222
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 110,222
利 益 準 備 金 12,500
その他利益剰余金 97,722
(うち当期純損失) (20,464)

資 産 合 計 230,177 負債・純資産合計 230,177

第 52 期 決 算 公 告
令和８年９月 25 日

福島県会津若松市町北町大字上荒久田字鈴木57１
株式会社南会西部建設コーポレーション

代表取締役 大浦 和久
貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,290,348 流 動 負 債 1,155,924
固 定 資 産 3,702,374 賞 与 引 当 金 18,500

固 定 負 債 33,543
退職給付引当金 33,543
株 主 資 本 3,803,254
資 本 金 49,300
利 益 剰 余 金 3,756,954
利 益 準 備 金 12,325
その他利益剰余金 3,744,629
(うち当期純利益) (444,779)
自 己 株 式 3,000

資 産 合 計 4,992,722 負債・純資産合計 4,992,722

第 13 期 決 算 公 告
令和８年９月 25 日 福島県南会津郡南会津町山口字堀田791番地

南総建株式会社
代表取締役 目黒 良樹

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 718,732 流 動 負 債 292,225
固 定 資 産 1,294,239 賞 与 引 当 金 11,000

固 定 負 債 325
負 債 合 計 292,550
株 主 資 本 1,720,421
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 4,688
その他資本剰余金 4,688
利 益 剰 余 金 1,695,733
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 1,690,733
(うち当期純利益) (176,422)
純資産合計 1,720,421

資 産 合 計 2,012,972 負債・純資産合計 2,012,972

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年９月 17 日 東京都港区虎ノ門二丁目６番１号

虎ノ門ヒルズステーションタワー17階
株式会社The Cosmetics Group

代表取締役 喜多慎一郎
貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 177 流 動 負 債 3,051
固 定 資 産 14,923 固 定 負 債 6,665
投資その他の資産 14,923 負 債 合 計 9,716

株 主 資 本 5,382
資 本 金 50
資 本 剰 余 金 5,650
資 本 準 備 金 5,650
利 益 剰 余 金 317
その他利益剰余金 317
(うち当期純損失) (33)
新 株 予 約 権 1
純資産合計 5,384

資 産 合 計 15,100 負債・純資産合計 15,100

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都港区西新橋二丁目23番３号
神山ビル３階
一般社団法人交通ＩＳＡＣ

代表理事 栗田 和博
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資

産

の

部

流 動 資 産 42,777
固 定 資 産 66
繰 延 資 産 
合 計 42,843

負
債
及
び
正

味
財
産
の
部

流 動 負 債 1,620
固 定 負 債 
基 金 
指定正味財産 
代 替 基 金 
その他一般正味財産 41,223
合 計 42,843

第 11 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都千代田区霞が関三丁目２番５号
アークトゥルスＭＦ特定目的会社

取締役 田中 雅勝 損益計算書の要旨
自 令和８年１月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 117,276
営 業 費 用 118,607
営 業 損 失 1,331
営 業 外 収 益 203
営 業 外 費 用 0
経 常 損 失 1,128
税引前当期純損失 1,128
法人税、住民税及び
事業税 475

当 期 純 損 失 1,603
当期未処理損失 1,603

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 9,781,900流 動 負 債 466,646
投資その他の資産 9,781,900固 定 負 債 5,460,000
その他の資産 194,743 負 債 合 計 5,926,646
流 動 資 産 189,553社 員 資 本 4,049,997
固 定 資 産 4,093 特 定 資 本 金 100
繰 延 資 産 1,097 優 先 資 本 金 4,051,500

剰 余 金 1,603
当期未処理損失 1,603
純資産合計 4,049,997

資 産 合 計 9,976,643負債・純資産合計 9,976,643

第 38 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

神奈川県秦野市堀川818番８
株式会社関野ハウジング
代表取締役 渡邊 善久

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 361,919
固 定 資 産 325,151
繰 延 資 産 67
合 計 687,138

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 202,549
固 定 負 債 225,368
株 主 資 本 259,220
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 239,220
その他利益剰余金 239,220
(うち当期純利益) (9,534)
合 計 687,138

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都千代田区霞が関三丁目２番５号
コルブスＭＦ特定目的会社

取締役 田中 雅勝
損益計算書の要旨

自 令和８年１月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 331,936
営 業 費 用 173,189
営 業 利 益 158,747
営 業 外 収 益 431
経 常 利 益 159,178
税引前当期純利益 159,178
法人税、住民税及び
事業税 882

当 期 純 利 益 158,296
当期未処分利益 158,296

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 25,170,100流 動 負 債 884,197
投資その他の資産 25,170,100固 定 負 債 13,980,000
その他の資産 488,093 負 債 合 計 14,864,197
流 動 資 産 440,550社 員 資 本 10,793,996
固 定 資 産 39,694 特 定 資 本 金 1,000
繰 延 資 産 7,849 優 先 資 本 金 10,634,700

剰 余 金 158,296
当期未処分利益 158,296
純資産合計 10,793,996

資 産 合 計 25,658,193負債・純資産合計 25,658,193

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

福岡市中央区天神一丁目13番２号
須恵旅石宅地開発特定目的会社

取締役 小林健一郎
損益計算書の要旨

自 令和７年８月１日
至 令和８年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 36
営 業 損 失 36
営 業 外 収 益 
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 36
税引前当期純損失 36
法人税、住民税及び
事業税 0

当 期 純 損 失 36
当期未処理損失 36

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 2,165 流 動 負 債 0
流 動 資 産 2,165 固 定 負 債 2,291
販売用不動産 2,143 負 債 合 計 2,292
前 渡 金 22 社 員 資 本 263
その他の資産 389 特 定 資 本 金 0
流 動 資 産 383 優 先 資 本 金 300
現金及び預金 376 剰 余 金 36
前 払 費 用 7 当期未処理損失 36
固 定 資 産 5
長期前払費用 5 純資産合計 263
資 産 合 計 2,555 負債・純資産合計 2,555

第 25 期決算公告 令和８年９月24日
神奈川県横浜市西区北幸２１22
ナガオカビル３Ｆ
株式会社アンビション・バロー

代表取締役 田村 直人
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 352,853
固 定 資 産 161,614
合 計 514,468

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 253,687
(うち賞与引当金) (23,181)
固 定 負 債 66,445
株 主 資 本 194,336
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 174,336
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 169,336
(うち当期純利益) (20,704)
合 計 514,468

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で

あ
り
、
各
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年

十
月
十
五
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
合
併
に

対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
島
県
白
河
市
白
坂
一
里
段
六
番
地
二
三
六

（
甲
）
株
式
会
社
南
湖
自
動
車
学
校

代
表
取
締
役

小
櫻

恵

福
島
県
白
河
市
白
坂
一
里
段
六
番
地
二
三
六

（
乙
）
有
限
会
社
ワ
ー
ク
ス

取
締
役

小
櫻

恵

第 58 期決算公告 令和８年10月21日
福島県白河市白坂一里段６番地236

株式会社南湖自動車学校
代表取締役 小櫻 恵

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 200,711
固 定 資 産 946,083
繰 延 資 産 1,949
資 産 合 計 1,148,743

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 101,916
固 定 負 債 378,878
株 主 資 本 667,949
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 657,949
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 655,449
(うち当期純利益) (58,046)

負債・純資産合計 1,148,743

第 37 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

富山県南砺市川除新91番地
新越部品株式会社

代表取締役 山口 健次
貸借対照表の要旨

(令和８年３月20日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 1,582
固 定 資 産 1,488
合 計 3,070

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,348
固 定 負 債 774
株 主 資 本 948
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 938
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 935
(うち当期純利益) (139)
合 計 3,070

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
リ
ー
ス
業

及
び
不
動
産
賃
貸
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し

乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

茨
城
県
神
栖
市
知
手
中
央
一
丁
目
一
六
番
一

六
号

（
甲
）
三
洋
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
竹
泰
治
郎

茨
城
県
神
栖
市
知
手
中
央
一
丁
目
一
六
番
一

六
号（

乙
）
三
洋
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
竹
泰
治
郎

第 44 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
茨城県神栖市知手中央一丁目16番16号

三洋テクノサービス株式会社
代表取締役 大竹泰治郎

貸借対照表の要旨(令和７年10月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 151,895
固 定 資 産 319,481
合 計 471,377

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 23,575
固 定 負 債 9,635
株 主 資 本 438,167
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 428,167
利 益 準 備 金 100
その他利益剰余金 428,067
(うち当期純利益) (41,693)
合 計 471,377

第６期決算公告 令和８年10月21日
東京都千代田区二番町９３

株式会社ワークスアプリケーションズ・
フロンティア
代表取締役 社長執行役員 青木 孝行
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,164
固 定 資 産 11
合 計 1,175

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 718
(うち賞与引当金) (21)
株 主 資 本 457
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 1,481
資 本 準 備 金 1,481
利 益 剰 余 金 1,124
その他利益剰余金 1,124
(うち当期純利益) (129)
合 計 1,175

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
五
百
万
円
減
少
し

七
千
五
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

千
葉
県
旭
市
ニ
の
五
九
四
四
番
地

株
式
会
社
ア
サ
シ
ョ
ウ

代
表
取
締
役

吉
田
耕
太
郎

第 26 期決算公告 令和８年10月21日
千葉県旭市ニの5944番地
株式会社アサショウ
代表取締役 吉田耕太郎

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 485,172
固 定 資 産 242,052
資 産 合 計 727,225

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 335,709
固 定 負 債 151,327
(役員退職金引当金) (2,400)
株 主 資 本 240,188
資 本 金 150,000
利 益 剰 余 金 90,188
利 益 準 備 金 46,650
その他利益剰余金 43,538
(うち当期純利益) (9,302)

負債・純資産合計 727,225

第 34 期決算公告 2026年９月25日
大阪市東住吉区長居公園１１

株式会社セレッソ大阪
代表取締役社長 日置 貴之

貸借対照表の要旨(2026年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,978,085
固 定 資 産 413,924
合 計 2,392,010

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,229,056
固 定 負 債 194,582
株 主 資 本 968,371
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 355,305
その他資本剰余金 355,305
利 益 剰 余 金 523,280
その他利益剰余金 523,280
(うち当期純利益) (182,997)
自 己 株 式  10,215
合 計 2,392,010

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 23 期決算公告 令和８年10月21日
福岡市博多区博多駅前二丁目17番26号

株式会社ブランニューウェイブ
代表取締役 髙田 誉啓

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 304,468
固 定 資 産 43,118
資 産 合 計 347,586

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 60,288
固 定 負 債 12,961
負 債 合 計 73,249
株 主 資 本 274,337
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 291,337
その他利益剰余金 291,337
(うち当期純損失) (19,340)
自 己 株 式 20,000
純資産合計 274,337
負債・純資産合計 347,586

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
練
馬
区
中
村
一
丁
目
五
番
七
号

日
本
ク
ラ
ウ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

菊
池

浩
一

第 38 期決算公告 令和８年10月21日
東京都練馬区中村一丁目５番７号

日本クラウス株式会社
代表取締役 菊池 浩一

貸借対照表の要旨(令和７年10月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 760,814
固 定 資 産 3,928,275
資 産 合 計 4,689,089

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 19,128,882
固 定 負 債 5,085,800
負 債 合 計 24,214,682
株 主 資 本 19,525,593
資 本 金 20,000,000
利 益 剰 余 金 39,525,593
その他利益剰余金 39,525,593
(うち当期純損失) (4,690,613)
純資産合計 19,525,593

負債・純資産合計 4,689,089

決算公告 令和８年10月21日
山形県米沢市大字三沢26100番地５
東北ホモボード工業株式会社

代表取締役 垣平 通世
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 6,650
固 定 資 産 200,084
有形固定資産 198,787
投資その他の資産 1,297
資 産 合 計 206,734

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 133
固 定 負 債 2,669,000
株 主 資 本 2,462,399
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 2,472,399
利 益 準 備 金 336
その他利益剰余金 2,472,735
(うち当期純損失) (7,064)

負債・純資産合計 206,734

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
四
千
三
十
七
万
九

千
四
百
九
十
五
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
千
五
百

八
十
一
万
五
千
二
百
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
浜
町
二
丁
目
四
番

二

七
〇
九
号

株
式
会
社
ガ
ル
デ
リ
ア

代
表
取
締
役

谷
本

肇

第 10 期決算公告 令和８年10月21日
東京都中央区日本橋浜町二丁目４番
２709号

株式会社ガルデリア
代表取締役 谷本 肇

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 78,350
固 定 資 産 404,156
合 計 482,507

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 122,777
株 主 資 本 40,270
資 本 金 269,449
資 本 剰 余 金 266,475
資 本 準 備 金 266,475
利 益 剰 余 金 576,194
その他利益剰余金 576,194
(うち当期純損失) (50,910)

新 株 予 約 権 400,000
合 計 482,507

第 ６ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 21 日

東京都豊島区東池袋三丁目１番１号

株式会社高橋書店

代表取締役 清水 美成

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 14,151,444
固 定 資 産 5,108,159

資 産 合 計 19,259,604

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,610,706
賞 与 引 当 金 14,945
固 定 負 債 108,688
退職給付引当金 10,013
役員退職慰労引当金 98,675
株 主 資 本 9,521,946
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 5,714,353
資 本 準 備 金 2,500
その他資本剰余金 5,711,853
利 益 剰 余 金 3,797,592
その他利益剰余金 3,797,592
(うち当期純利益) (1,236,122)

評価・換算差額等 18,262
その他有価証券評価
差額金 18,262

負債・純資産合計 19,259,604

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都千代田区霞が関三丁目２番５号
ＡＭ ａｌｐｈａ Ｊａｐａｎ特定目的会社

取締役  武壽
損益計算書の要旨

自 令和７年９月12日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 1,168
営 業 費 用 19,869
営 業 損 失 18,701
営 業 外 収 益 45
営 業 外 費 用 0
経 常 損 失 18,655
税引前当期純損失 18,655
法人税、住民税及び
事業税 719

当 期 純 損 失 19,375

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 4,277,002流 動 負 債 10,299
特定資産の部合計 4,277,002固 定 負 債 100,000
その他の資産 209,022 負 債 合 計 110,299
流 動 資 産 187,629社 員 資 本 4,375,724
固 定 資 産 5,496 特 定 資 本 金 100
繰 延 資 産 15,895 優 先 資 本 金 4,395,000

剰 余 金 19,375
当期未処理損失 19,375
純資産合計 4,375,724

資 産 合 計 4,486,024負債・純資産合計 4,486,024

第 28 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都港区元赤坂一丁目１番７号
ＴＤ・ＤＳ特定目的会社

取締役 塩野 光二 損益計算書の要旨
自 令和８年１月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 318,789
営 業 費 用 171,345
営 業 利 益 147,443
営 業 外 収 益 1,025
営 業 外 費 用 1
経 常 利 益 148,466
税引前当期純利益 148,466
法人税、住民税及び
事業税 211

法人税等調整額 0
当 期 純 利 益 148,254

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 9,784,423流 動 負 債 190,056
その他の資産 276,787固 定 負 債 8,762,698
流 動 資 産 222,370 負 債 合 計 8,952,755
固 定 資 産 48,064社 員 資 本 1,108,455
繰 延 資 産 6,352 特 定 資 本 金 200

優 先 資 本 金 960,000
剰 余 金 148,255
当期未処分利益 148,255
純資産合計 1,108,455

資 産 合 計 10,061,211負債・純資産合計 10,061,211

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 ８ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 21 日

東京都豊島区東池袋三丁目１番１号

株式会社髙和堂

代表取締役 清水 美成

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 2,800,184
固 定 資 産 473,017

資 産 合 計 3,273,202

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 84,252
賞 与 引 当 金 2,025
固 定 負 債 25,039
退職給付引当金 1,125
株 主 資 本 3,162,571
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 10,000
その他資本剰余金 10,000
利 益 剰 余 金 3,142,571
その他利益剰余金 3,142,571
(うち当期純利益) (131,124)

評価・換算差額等 1,339
その他有価証券評価
差額金 1,339

負債・純資産合計 3,273,202

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

ｃ
ｏ
ｚ
ｙ
（
住
所
東
京
都
墨
田
区
太
平
一
丁
目
一
六

番
五
号
グ
ロ
ー
リ
オ
錦
糸
町
三
〇
一
号
室
）
に
対
し

て
当
社
の
飲
食
店
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
円
山
町
二
八
番
三
号

株
式
会
社
ジ
ー
ル
ズ

代
表
取
締
役

椎
名

宣
行

第 13 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都渋谷区円山町28番３号
株式会社ジールズ

代表取締役 椎名 宣行
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 75,134
固 定 資 産 6,620
合 計 81,754

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,606
株 主 資 本 78,148
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 68,148
その他利益剰余金 68,148
(うち当期純利益) (1,978)
合 計 81,754

新
設
分
割
公
告
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
苫
小
牧
緑

化
株
式
会
社
（
住
所
北
海
道
苫
小
牧
市
字
植
苗
四
三

七
番
地
）
に
対
し
て
当
社
の
ゴ
ル
フ
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
決
定
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
南
青
山
七
丁
目
一
〇
番
三
号

株
式
会
社
日
進
Ｌ
Ｒ
Ｄ

代
表
取
締
役

塚
田

雅
夫

第 36 期決算公告 令和８年10月21日
東京都港区南青山七丁目10番３号

株式会社日進ＬＲＤ
代表取締役 塚田 雅夫

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 13,856,883
固 定 資 産 18,437,147
繰 延 資 産 341
資 産 合 計 32,294,372

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 406,793
固 定 負 債 3,764,430
株 主 資 本 28,123,148
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 50,000
資 本 準 備 金 50,000
利 益 剰 余 金 27,973,148
その他利益剰余金 27,973,148
(うち当期純利益) (1,160,876)

負債・純資産合計 32,294,372

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

サ
イ
ジ
ー
（
住
所
名
古
屋
市
昭
和
区
鶴
舞
一
丁
目
二

番
三
二
号
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
・
Ａ
ｉ
）
に
対
し
て
当

社
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
及
び
販
売
の
一
部
に
関
す
る

事
業
の
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
丁
目
一
八
番
二
二

号
三
博
ビ
ル
七
Ｆ

株
式
会
社
Ｎ
２
ｉ

代
表
取
締
役

篭
橋

裕
紀

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

名古屋市中区丸の内二丁目18番22号三博ビル７Ｆ
株式会社Ｎ２ｉ

代表取締役 篭橋 裕紀
貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 244,489 流 動 負 債 24,520
固 定 資 産 21,605 賞 与 引 当 金 7,142
繰 延 資 産 71,340 固 定 負 債 329,008

株 主 資 本 16,093
資 本 金 90,000
資 本 剰 余 金 133,500
資 本 準 備 金 133,500
利 益 剰 余 金 239,593
その他利益剰余金 239,593
(うち当期純損失) (100,512)
新 株 予 約 権 0

資 産 合 計 337,435 負債・純資産合計 337,435

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
つ
る
と
ん

た
ん
運
営
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は

そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公

告
し
ま
す
。
こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

京
都
市
下
京
区
四
条
通
烏
丸
東
入
ル
長
刀
鉾
町

八
番
地
京
都
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
四
階

（
甲
）
株
式
会
社
つ
る
と
ん
た
ん

代
表
取
締
役

藤
川

祐
樹

大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
二
丁
目
一
番
九
号

（
乙
）
株
式
会
社
ケ
ー
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス

代
表
取
締
役

加
藤

友
康

第 16 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

大阪市天王寺区四天王寺二丁目１番９号
株式会社ケー・エキスプレス

代表取締役 加藤 友康
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 4,152,177 流 動 負 債 1,615,822
固 定 資 産 3,668,321 固 定 負 債 3,788,354
繰 延 資 産 71,710 株 主 資 本 2,488,032

資 本 金 41,500
資 本 剰 余 金 10,400
資 本 準 備 金 10,400
利 益 剰 余 金 2,436,132
利 益 準 備 金 100
その他利益剰余金 2,436,032
(うち当期純利益) (281,272)

資 産 合 計 7,892,209 負債・純資産合計 7,892,209

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



決算公告 令和８年10月21日
山形県米沢市大字三沢26100番地５

株式会社テー・アンド・エス
代表取締役 垣平 通世

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 26
資 産 合 計 26

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 236,187
固 定 負 債 564,348
株 主 資 本 800,509
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 810,509
その他利益剰余金 810,509
(うち当期純損失) (71)

負債・純資産合計 26

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で

あ
り
、
甲
及
び
乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
、
令

和
八
年
十
一
月
二
十
七
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
岡
県
柳
川
市
大
和
町
皿
垣
開
一
七
七
七
番
地

（
甲
）
ダ
イ
ワ
サ
ン
ラ
イ
ズ
興
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
藤

善
人

福
岡
県
柳
川
市
大
和
町
皿
垣
開
一
七
七
七
番
地

（
乙
）
ダ
イ
ワ
興
産
有
限
会
社

取
締
役

松
藤

善
人

第 34 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
福岡県柳川市大和町皿垣開1777番地
ダイワサンライズ興産株式会社

代表取締役 松藤 善人
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 17,584,005
固 定 資 産 1,158,576
合 計 18,742,581

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 107,467
固 定 負 債 20,004,853
株 主 資 本 1,369,739
資 本 金 3,000,000
利 益 剰 余 金 4,369,739
その他利益剰余金 4,369,739
(うち当期純利益) (319,472)
合 計 18,742,581

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
五
番
町
四

五

五
番
町

コ
ス
モ
ビ
ル
三
階

（
甲
）
株
式
会
社
メ
ル
ク
リ
ウ
ス

代
表
取
締
役

古
西

智
海

東
京
都
千
代
田
区
五
番
町
四

五

五
番
町

コ
ス
モ
ビ
ル
三
階

（
乙
）
株
式
会
社
Ｂ
Ｎ
Ｇ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

大
澤

陽
樹

決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都千代田区五番町４５
五番町コスモビル３階
株式会社メルクリウス

貸借対照表の要旨
(令和７年８月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 8,325
資 産 合 計 8,325

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,365
株 主 資 本 4,959
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 40
その他利益剰余金 40
(うち当期純利益) (165)

負債・純資産合計 8,325

決算公告 令和８年10月21日
東京都千代田区五番町４５
五番町コスモビル３階
株式会社ＢＮＧパートナーズ

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 407,049
固 定 資 産 188,544
繰 延 資 産 813
資 産 合 計 596,408

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 110,037
固 定 負 債 389,899
株 主 資 本 96,472
資 本 金 11,446
資 本 剰 余 金 5,111
資 本 準 備 金 1,446
利 益 剰 余 金 79,913
その他利益剰余金 79,913
(うち当期純利益) (8,466)

負債・純資産合計 596,408

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
四
丁
目
八
番
一
九
号
赤
坂

フ
ロ
ン
ト
タ
ウ
ン
三
階

（
甲
）
株
式
会
社
Ｓ
ｏ
ｆ
ａ

代
表
取
締
役

芦
田

祐
希

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
四
丁
目
二
六
番
地
一

三
号
豊
玉
カ
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
一

〇
五

（
乙
）
株
式
会
社
た
た
か
う
Ｗ
Ｅ
Ｂ

代
表
取
締
役

田

祐
希

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都港区赤坂四丁目８番19号
赤坂フロントタウン３階

株式会社Ｓｏｆａ
代表取締役 芦田 祐希

貸借対照表の要旨
(令和８年２月28日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 10,595,675
資 産 合 計 10,595,675

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,117,402
株 主 資 本 6,478,273
資 本 金 5,000,000
利 益 剰 余 金 1,478,273
その他利益剰余金 1,478,273
(うち当期純利益) (2,331,422)

負債・純資産合計 10,595,675

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
東京都練馬区豊玉北四丁目26番地13号
豊玉カームマンションＥＡＳＴ105

株式会社たたかうＷＥＢ
代表取締役 田 祐希

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 21,896,246
固 定 資 産 191,666
資 産 合 計 22,087,912

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,033,066
固 定 負 債 2,322,000
株 主 資 本 12,732,846
資 本 金 3,000,000
利 益 剰 余 金 9,732,846
その他利益剰余金 9,732,846
(うち当期純利益) (3,675,765)

負債・純資産合計 22,087,912

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
福
島
区
大
開
二
丁
目
三
番
一
号
パ
ネ

協
大
阪
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
五
階

（
甲
）
株
式
会
社
プ
ロ
グ
レ
ス

代
表
取
締
役

奥
村

拓

京
都
市
下
京
区
西
七
条
掛
越
町
六
〇
番
地
菱

ビ
ル
二
〇
二
Ａ

（
乙
）
株
式
会
社
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

代
表
取
締
役

奥
村

拓

第 15 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

大阪市福島区大開二丁目３番１号
パネ協大阪センタービル５階

株式会社プログレス
代表取締役 奥村 拓

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 617,569
固 定 資 産 251,946
繰 延 資 産 450
資 産 合 計 869,965

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 144,220
固 定 負 債 47,900
株 主 資 本 677,844
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 647,844
その他利益剰余金 647,844
(うち当期純利益) (153,360)

負債・純資産合計 869,965

第８期決算公告 令和８年10月21日
京都市下京区西七条掛越町60番地
菱ビル202Ａ

株式会社ＲＩＮＧ
代表取締役 奥村 拓

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 614,427
固 定 資 産 295,828
繰 延 資 産 1,250
資 産 合 計 911,505

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 161,159
固 定 負 債 164,492
株 主 資 本 585,854
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 582,854
利 益 準 備 金 750
その他利益剰余金 582,104
(うち当期純利益) (216,916)

負債・純資産合計 911,505

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

千
葉
県
柏
市
旭
町
一
丁
目
一
四
番
六
号

（
甲
）
株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
柏

代
表
取
締
役

飯
泉

裕
一

千
葉
県
松
戸
市
横
須
賀
一
丁
目
八
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
北
千
葉

代
表
取
締
役

山
路

嘉
章

第 54 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

千葉県柏市旭町一丁目14番６号
株式会社ホンダカーズ柏
代表取締役 飯泉 裕一

貸借対照表の要旨
(令和８年７月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 3,022,727
固 定 資 産 503,971
資 産 合 計 3,526,698

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,113,591
固 定 負 債 182,841
株 主 資 本 2,230,265
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 2,190,265
利 益 準 備 金 17,200
その他利益剰余金 2,173,065
(うち当期純利益) (140,573)

負債・純資産合計 3,526,698

第 43 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 21 日

千葉県松戸市横須賀一丁目８番地の１

株式会社ホンダカーズ北千葉

代表取締役 山路 嘉章

貸借対照表の要旨
(令和７年８月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資

産

の

部

流 動 資 産 852,447
固 定 資 産 1,909,289
繰 延 資 産 398

資 産 合 計 2,762,135

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,140,212
役員保険料引当金 411
賞 与 引 当 金 14,300
自動車税引当金 820
社会保険会社負担分
引当金 2,500
固 定 負 債 1,011,183
株 主 資 本 610,738
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 600,738
その他利益剰余金 600,738
(うち当期純利益) (80,600)

負債・純資産合計 2,762,135

第 64 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 21 日

福岡市博多区博多駅東三丁目６番18号

株式会社福山コンサルタント

代表取締役 榮徳 洋平
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 3,061,076
固 定 資 産 2,012,304
有形固定資産 1,300,344
無形固定資産 12,118
投資その他の資産 699,841

資 産 合 計 5,073,381

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,130,087
固 定 負 債 117,790
退職給付引当金 18,107

負 債 合 計 1,247,878

株 主 資 本 3,817,476
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 882,172
資 本 準 備 金 543,708
その他資本剰余金 338,463
利 益 剰 余 金 2,835,304
利 益 準 備 金 68,913
その他利益剰余金 2,766,391
(うち当期純利益) (679,766)

評価・換算差額等 8,026
その他有価証券評価
差額金 8,026

純資産合計 3,825,503

負債・純資産合計 5,073,381

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
賃
貸

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
十
月
二
十
一
日

兵
庫
県
伊
丹
市
南
町
二
丁
目
一
番
三
号

（
甲
）
伊
丹
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

中
村

祐
一

兵
庫
県
伊
丹
市
南
町
二
丁
目
一
番
三
号

（
乙
）
伊
丹
電
機
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
村

祐
一

決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

兵庫県伊丹市南町二丁目１番３号
伊丹電機ホールディングス株式会社

代表取締役 中村 祐一
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
固 定 資 産 59,447
合 計 59,447

負

債

及

び

純
資
産
の
部

株 主 資 本 59,447
資 本 金 15,959
資 本 剰 余 金 43,488
資 本 準 備 金 7,979
その他資本剰余金 35,509
利 益 剰 余 金 
その他利益剰余金 
(うち当期純利益) (20,052)
合 計 59,447

決 算 公 告

令和８年 10 月 21 日

兵庫県伊丹市南町二丁目１番３号

伊丹電機工業株式会社

代表取締役 中村 祐一

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 3,164,567
固 定 資 産 4,402,608

合 計 7,567,176

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 657,983
固 定 負 債 1,751,347
うち役員退職引当
金  (70,000)
株 主 資 本 5,157,846
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 13,509
資 本 準 備 金 13,509
利 益 剰 余 金 5,094,336
利 益 準 備 金 15,000
その他利益剰余金 5,079,336
(うち当期純利益) (200,331)

合 計 7,567,176

第 69 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 21 日

長崎市目覚町５番20号

ハヤシカネエネルギー株式会社

代表取締役 福田 裕孝

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 380,082
固 定 資 産 738,334

資 産 合 計 1,118,416

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 275,898
賞 与 引 当 金 13,814
固 定 負 債 204,004
退職給付引当金 34,081
役員退職引当金 9,672
株 主 資 本 363,305
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 520
資 本 準 備 金 520
利 益 剰 余 金 342,785
利 益 準 備 金 4,480
その他利益剰余金 338,305
(うち当期純利益) (12,296)

評価・換算差額等 275,208
その他有価証券評価
差額金 275,208

負債・純資産合計 1,118,416

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
の
資
産
運
用

事
業
、
有
価
証
券
運
用
事
業
及
び
航
空
機
リ
ー
ス
投

資
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
甲
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
会
社
分

割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
府
大
東
市
新
田
北
町
三
番
四
七
号

（
甲
）
津
熊
鋼
建
株
式
会
社

代
表
取
締
役

津
熊

浩
司

奈
良
県
生
駒
市
東
生
駒
一
丁
目
一
六
三
番
地

六
ネ
オ
ハ
イ
ツ
Ⅱ
番
館
二
一
六

（
乙
）
津
熊
鋼
建
株
式
会
社

代
表
取
締
役

津
熊

浩
司

第 88 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日 大阪府大東市新田北町３番47号

津熊鋼建株式会社
代表取締役 津熊 浩司

貸借対照表の要旨 (令和７年11月30日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 4,204 流 動 負 債 2,925
固 定 資 産 2,334 固 定 負 債 1,770

引 当 金 164
株 主 資 本 1,680
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 1,672
利 益 準 備 金 4
その他利益剰余金 1,668
(うち当期純利益) (199)
自 己 株 式 2
評価・換算差額等 0

資 産 合 計 6,539 負債・純資産合計 6,539

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
五
日

掲
載
頁

一
一
二
頁
（
号
外
第
一
五
八
号
）

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
粟
田
町
九
三
番
地
京

都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
六
号
館
二
階

（
甲
）
株
式
会
社
Ｃ
ｏ
ｅ
Ｎ
ｏ
ｖ
ａ

代
表
取
締
役

澤
田

賢
二

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
粟
田
町
九
三
番
地
京

都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
六
号
館
二
階

（
乙
）
ジ
ャ
パ
ン
ア
ク
セ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

澤
田

賢
二

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

京都市下京区中堂寺粟田町93番地
京都リサーチパーク６号館２階
ジャパンアクセス株式会社

代表取締役 澤田 賢二
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 26,137
合 計 26,137

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 852
株 主 資 本 25,284
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 24,284
その他利益剰余金 24,284
(うち当期純利益) (6,918)
合 計 26,137

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
及
び
丁
の
権
利

義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
及
び
丁
は
解
散

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
甲
）
次
の
通
り
で
す
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
三
日

掲
載
頁

五
十
頁
（
号
外
第
九
十
五
号
）

（
丙
）
次
の
通
り
で
す
。

（
丁
）
次
の
通
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
六
本
木
五
丁
目
一
五
番
一
二
号

（
甲
）
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

浅
野

俊
成

東
京
都
港
区
六
本
木
五
丁
目
一
五
番
一
二
号

（
乙
）
ピ
ー
エ
イ
ジ
ェ
イ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

浅
野

俊
成

東
京
都
港
区
六
本
木
五
丁
目
一
五
番
一
二
号

（
丙
）
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

浅
野

俊
成

東
京
都
港
区
六
本
木
五
丁
目
一
五
番
一
二
号

（
丁
）
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
株

式
会
社

代
表
取
締
役

浅
野

俊
成

第 19 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日 東京都港区六本木五丁目15番12号

Pepper Advantage Holdings株式会社
代表取締役 浅野 俊成

貸借対照表の要旨 (令和７年12月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 173,774 流 動 負 債 311,062
固 定 資 産 632,480 固 定 負 債 364,749

退職給付引当金 9,096
株 主 資 本 130,442
資 本 金 38,686
資 本 剰 余 金 238,686
資 本 準 備 金 238,686
利 益 剰 余 金 146,930
利 益 準 備 金 5,700
その他利益剰余金 152,630
(うち当期純利益) (4,585)

資 産 合 計 806,255 負債・純資産合計 806,255

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 11,326
固 定 資 産 58,693
合 計 70,020

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 20,126
固 定 負 債 25,000
株 主 資 本 24,893
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 19,893
その他利益剰余金 19,893
(うち当期純利益) (3,145)
合 計 70,020

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 7,113
固 定 資 産 4,044
合 計 11,158

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,006
固 定 負 債 24,000
株 主 資 本 16,848
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 21,848
その他利益剰余金 21,848
(うち当期純損失) (2,007)
合 計 11,158

第 19 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都港区六本木五丁目15番12号
Pepper Advantage Capital
Management株式会社
代表取締役 浅野 俊成

第 19 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

東京都港区六本木五丁目15番12号
Pepper Advantage Asset
Consulting株式会社
代表取締役 浅野 俊成

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 京都府京丹後市弥栄町鳥取123

株式会社丹後王国ブルワリー
代表取締役社長 中川 正樹

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 278,709 流 動 負 債 54,758
固 定 資 産 149,472 賞 与 引 当 金 1,685

固 定 負 債 60,694
退職給付引当金 3,194
役員株式給付引当金 1,122
株 主 資 本 312,729
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 454,841
資 本 準 備 金 454,841
利 益 剰 余 金 172,112
その他利益剰余金 172,112
(うち当期純損失) (172,112)

資 産 合 計 428,181 負債・純資産合計 428,181

第 70 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日 鹿児島市与次郎二丁目７番25号

インフラテック株式会社
代表取締役 松﨑 秀雄

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 8,968,276 流 動 負 債 7,972,199
固 定 資 産 9,482,244 賞 与 引 当 金 160,000
繰 延 資 産 4,400 固 定 負 債 1,412,916

退職給付引当金 248,036
株 主 資 本 9,069,806
資 本 金 73,000
資 本 剰 余 金 1,332,458
資 本 準 備 金 794,291
その他資本剰余金 538,166
利 益 剰 余 金 7,664,348
利 益 準 備 金 18,250
その他利益剰余金 7,646,098
(うち当期純利益) (1,250,973)

資 産 合 計 18,454,921 負債・純資産合計 18,454,921
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収
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第 26 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

大分県宇佐市大字上田1770番地の１
株式会社ワタナベ

代表取締役 渡辺 幹雄
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 2,154,834 流 動 負 債 961,155
固 定 資 産 5,635,281 固 定 負 債 1,800,000
繰 延 資 産 4,523 株 主 資 本 5,033,483

資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 16,000
資 本 準 備 金 16,000
利 益 剰 余 金 5,007,483
利 益 準 備 金 3,700
その他利益剰余金 5,003,783
(うち当期純利益) (193,733)

資 産 合 計 7,794,639 負債・純資産合計 7,794,639

第 32 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

大分県宇佐市大字上田1770番地の１
アドテック株式会社
代表取締役 渡辺 幹雄

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和７年10月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,458,635 流 動 負 債 493,555
固 定 資 産 3,784,619 固 定 負 債 11,861
繰 延 資 産 7,492 株 主 資 本 6,745,330

資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 13,280
資 本 準 備 金 13,280
利 益 剰 余 金 6,702,050
利 益 準 備 金 7,500
その他利益剰余金 6,694,550
(うち当期純利益) (1,065,712)

資 産 合 計 7,250,747 負債・純資産合計 7,250,747

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日 東京都千代田区神田神保町二丁目２番地31

ヒューリック神保町ビル
グローバルサービス株式会社

代表取締役 白濱 良彦
貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 49,706 流 動 負 債 362,076
固 定 資 産 296,747 固 定 負 債 94,496

長 期 借 入 金 89,550
退職給付引当金 4,946
株 主 資 本 110,118
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 50,000
資 本 準 備 金 50,000
利 益 剰 余 金 210,118
繰越利益準備金 210,118
(うち当期純損失) (22,617)

資 産 合 計 346,454 負債・純資産合計 346,454

第 39 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日 富山市新桜町６番22号

株式会社富山育英センター
代表取締役 片山 浄見

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 909,728 流 動 負 債 881,538
固 定 資 産 1,772,807 (賞与引当金) (22,458)

固 定 負 債 1,377,177
(退職給付引当金) (210,855)
株 主 資 本 385,294
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 20,000
資 本 準 備 金 20,000
利 益 剰 余 金 265,294
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 260,294
(うち当期純利益) (85,321)

評価・換算差額等 38,525
資 産 合 計 2,682,535 負債・純資産合計 2,682,535

決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

大阪府八尾市山本町北三丁目１番28号
森田殖産株式会社

代表取締役 森田 規子
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：百万円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 78 流 動 負 債 7
固 定 資 産 851 固 定 負 債 289

株 主 資 本 632
資 本 金 50
資 本 剰 余 金 9
資 本 準 備 金 9
利 益 剰 余 金 577
利 益 準 備 金 3
その他利益剰余金 573
(うち当期純利益) (9)
自 己 株 式  4

資 産 合 計 929 負債・純資産合計 929

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



資金決済に関する法律第20条第１項
に基づく前払式支払手段の払戻しの
公告
公立相馬総合病院にて運営しておりまし
た「カード式テレビシステム」につきまし
て、令和８年９月24日で利用終了し、資金
決済に関する法律第二十条第一項に基づ
き、次のとおり払戻しを行います。
＜払戻しを行う前払式支払手段の発行者の
商号＞
パラテクノ株式会社
＜払戻しに係る前払式支払手段の種類＞
公立相馬総合病院（福島県相馬市新沼字
坪ヶ迫142）で販売したテレビカード（さ
くら柄カード952度数）
＜払戻しの申出期間＞
令和８年10月21日（水）９時00分～令和
８年12月23日（水）17時00分
受付時間 午前９時00分～午後５時00分
（土、日、祝祭日は除く）
※上記の申出期間内にお申し出頂けない
場合には、この払戻し手続きから除斥
されます。
※郵送での申出の場合は、払戻しの申出
期間の最終日の消印までが有効となり
ます。

＜本件に関するお問い合わせ＞
パラテクノ株式会社
〒1138415 東京都文京区本郷５丁目28
番３号
電話（03）38680327（受付時間 土、
日、祝祭日を除く、９時00分～17時00分）
令和８年10月21日
東京都文京区本郷５丁目28番３号

パラテクノ株式会社
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第１期決算公告 令和８年10月21日
熊本市中央区辛島町４番35号

ミリーヴ株式会社
代表取締役 川口 圭介

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 10,276
固 定 資 産 3,306,491
合 計 3,316,767

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 40,087
固 定 負 債 200,000
株 主 資 本 3,076,680
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 3,067,969
その他資本剰余金 3,067,969
利 益 剰 余 金 1,289
その他利益剰余金 1,289
(うち当期純損失) (1,289)
合 計 3,316,767

第 41 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 21 日

熊本市中央区辛島町４番35号

株式会社明和不動産
代表取締役 川口英之介

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 10,615,023
固 定 資 産 4,463,123

資 産 合 計 15,078,147

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 8,379,823
固 定 負 債 2,944,739

負 債 合 計 11,324,563

株 主 資 本 3,506,905
資 本 金 71,600
資 本 剰 余 金 21,600
資 本 準 備 金 21,600
利 益 剰 余 金 3,413,705
利 益 準 備 金 60,000
その他利益剰余金 3,353,705
(うち当期純利益) (341,708)

評価・換算差額等 246,678
その他有価証券評価
差額金 246,678

純資産合計 3,753,584

負債・純資産合計 15,078,147
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影
塚
町
一
丁
目
二
番
九

三
号

（
甲
）
株
式
会
社
ハ
ピ
ネ
ス

代
表
取
締
役

奥
村

拓

神
戸
市
東
灘
区
御
影
塚
町
一
丁
目
二
番
九

三
号

（
乙
）
株
式
会
社
リ
ブ
ー
ト

代
表
取
締
役

奥
村

拓

京
都
市
下
京
区
西
七
条
掛
越
町
六
〇
番
地
菱
ビ
ル

二
〇
二
Ａ（

丙
）
株
式
会
社
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ

代
表
取
締
役

奥
村

拓

神
戸
市
東
灘
区
御
影
塚
町
一
丁
目
二
番
九

三
号

（
丁
）
株
式
会
社
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ

代
表
取
締
役

奥
村

拓

大
阪
市
福
島
区
大
開
二
丁
目
三
番
一
号
パ
ネ
協
大

阪
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
五
階

（
戊
）
株
式
会
社
プ
ロ
グ
レ
ス

代
表
取
締
役

奥
村

拓

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

京都市下京区西七条掛越町60番地
菱ビル202Ａ
株式会社ｈａｐｐｉｎｅｓｓ

代表取締役 奥村 拓
貸借対照表の要旨

(令和８年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 19,841
資 産 合 計 19,841

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,679
株 主 資 本 15,162
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 10,162
その他利益剰余金 10,162
(うち当期純利益) (12,045)

負債・純資産合計 19,841

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
神戸市東灘区御影塚町一丁目２番９３号

株式会社ＲＥＰＬＡＹ
代表取締役 奥村 拓

貸借対照表の要旨
(令和７年10月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 727
資 産 合 計 727

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 72
株 主 資 本 655
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 344
その他利益剰余金 344
(うち当期純損失) (344)

負債・純資産合計 727

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日
神戸市東灘区御影塚町一丁目２番９３号

株式会社ハピネス
代表取締役 奥村 拓

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 55,477
資 産 合 計 55,477

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,513
固 定 負 債 120
株 主 資 本 45,843
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 44,843
その他利益剰余金 44,843
(うち当期純利益) (16,500)

負債・純資産合計 55,477

第 15 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 21 日

大阪市福島区大開二丁目３番１号
パネ協大阪センタービル５階

株式会社プログレス
代表取締役 奥村 拓

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 617,569
固 定 資 産 251,946
繰 延 資 産 450
資 産 合 計 869,965

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 144,220
固 定 負 債 47,900
株 主 資 本 677,844
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 647,844
その他利益剰余金 647,844
(うち当期純利益) (153,360)

負債・純資産合計 869,965

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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